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２ 

　大地震等の災害が発生した際、公共施設と

しての安全性を確保するため、昨年７月から

施工していた役場庁舎の耐震工事が１月末に

完了しました。 

　なお、引き続き非常用電源設置工事に着手

しています。駐車場の使用が一部制限される

など、ご不便をおかけしますが、ご理解とご

協力をよろしくお願いします。 

（総務課） 
バットレスや鉄骨ブレースが設置され、耐震強度が向上しました。 

役場庁舎の耐震工事が完成 

　
２
月
１５
日
、
第
２
回
「
ふ
く
さ
き
カ
ラ
オ
ケ
紅
白
歌
合
戦
」
が
エ
ル
デ

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
超
満
員
の
会
場
で
、
出
場
者
が
紅
組（
女

性
）、
白
組（
男
性
）そ
れ
ぞ
れ
１５
組
に
分
か
れ
、
熱
い
戦
い
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。 

　
実
行
委
員
会
・
桝
田
委
員
長
の
あ
い
さ
つ
で
は
じ
ま
り
、
心
癒
や
さ
れ

る
デ
ュ
エ
ッ
ト
、
華
麗
な
ダ
ン
ス
、
プ
ロ
顔
負
け
の
歌
声
、
そ
し
て
思
わ

ず
見
と
れ
て
し
ま
う
衣
装
と
、
華
や
か
な
舞
台
が
続
き
ま
し
た
。
小
学
生

か
ら
ベ
テ
ラ
ン
ま
で
幅
広
い
層
の
方
が
出
場
さ
れ
、
思
わ
ず
目
頭
が
熱
く

な
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。 

　
笑
い
が
わ
き
起
こ
る
楽
し
い
応
援
合
戦
も
展
開
さ
れ
、
審
査
の
結
果
、

紅
組
が
２
連
覇
を
達
成
し
ま
し
た
。 

　
出
場
者
の
み
な
さ
ん
、
熱
い
応
援
を

く
だ
さ
っ
た
会
場
の
み
な
さ
ん
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

　自主公演事業（映画やコンサートなどのイ

ベント）で、受付、チケットもぎり、会場案

内などにご協力いただける方を募集していま

す。いっしょにイベントを盛り上げましょう！ 

エルデホール 
ボランティアスタッフ募集！ 

◆お問い合わせはエルデホール（　２３－１６５５　fax２３－１６５６）まで 
【３月の休館日】５日・１２日・１９日・２２日・２６日 
【４月の休館日】２日・９日・１６日・２３日・３０日 
　E-mail　 erude@town.fukusaki.hyogo.jp 
　http://www.erude.town.fukusaki.hyogo.jp/



図書館の本を１冊ずつ点検しますので、 

４月７日（火）～１５日（水）は休館します。 

蔵書点検にともない、３月２４日（火）～４月５日

（日）の間、貸出を４週間２０冊に変更します。 

4月2日  第1木曜日ですが開館します 

ほん・ひと・ゆ
めのひろば

22－379022－3790

行事予定（３月２１日～４月４日） 

おはなし会 

3月21日（土・祝） 
11：00～ 

おたのしみ会 
4月4日（土） 
14：00～ 

えほんのじかん 
4月1日（水） 
11：00～ 

子ども映画会 

3月28日（土） 
14：00～ 

「日本の昔ばなし　　 
　花さかじいさん　ほか」 

３ 

蔵書点検のお知らせ 

第33回福崎町美術展公募 第33回福崎町美術展公募 
　福崎町美術展は本年で３３回を迎えます。み

なさんのお力添えにより、地域に根をおろし

た内容のある公募美術展と 

して定着してきました。 

　同好の方とお誘いあわせ 

のうえ、ふるってご出品く 

ださい。 

●会　　期：５月１５日（金）～１７日（日） 

　　　　　　９：００～１７：００（１７日は１５：００まで） 

●会　　場：エルデホール 

●作品搬入：５月９日（土）９：００～１６：００ 

●部　　門：日本画・洋画・書・写真・彫塑工芸 

　※詳しくは文化センター（　２２－３７５５）へ 

新 着 図 書 
八千種研修センター　図書室 
　22－1564 
一般書11冊　　児童書1冊 
「死に支度」　　　　　　瀬戸内寂聴 
「殉愛」　　　　　　　　百田　尚樹 

　２月６日～７日、奈良県で「平

成２６年度近畿スポーツ推進委員

研究協議会」が開催されました。 

　その席上で、長谷川つち代さ

んが、近畿スポーツ推進委員功

労者表彰を受賞されました。 

　この賞は、スポーツ推進委員

として地域における各種スポーツ事業の指導・企

画に尽力し、地域スポーツの振興に顕著な功績を

あげられた方に贈られるもので、兵庫県では６名

が受賞されました。 

　長谷川さんは平成２年にスポーツ推進委員に就

任され、今年度から副委員長として福崎町のスポ

ーツの普及発展と健康づくりに尽力されています。 

　今後ますますのご活躍を祈念します。 

（社会教育課） 

“オープンガーデン２０１５”開催！ “オープンガーデン２０１５”開催！ 

４月１７日～１９日 

４月２６日～５月６日 

５月２２日～２４日 

　今年も花を楽しむ季節が

やってきました。オープン

ガーデンを通じて、地域社

会の活性化や潤いと安らぎ

のあるまちづくりに寄与す

ることを目的に活動してい

る会員が、丹精込めて作っ

た自慢の庭を一般開放しま 

す。お誘い合わせのうえ、

ご来場ください。  

 

・澤田芳昭宅（南大貫）　・・尾上定信宅（南大貫） 

・山田威史宅（山崎）　　・・もちむぎのやかた（　川） 

 

・橋本美千代宅（馬田） 

 

・山田威史宅（山崎）　　・・もちむぎのやかた（　川）  

＊開催場所・日程を掲載したガイドマップを４月

から文化センターでお渡しします。ご希望の方は、

文化センターへ。 



　１月２７日、南大貫の齊藤一惠さんが満百歳を

迎えられました。お祝いの花束を手に、「どこ

に飾ったらいいかしら」と微笑まれる姿が素敵

でした。 

　今後もますますお健やかに、さらなるご長寿

をお祈りします。 

　なお、百歳をお祝いして、百歳の森記念碑に

お名前を刻みました。 

（健康福祉課） 

南大貫 
齊藤さん 
南大貫 
齊藤さん 

　
福
崎
町
コ
コ
ロ
ン
ク
ラ
ブ
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
、
活
力

あ
る
地
域
づ
く
り
・
環
境
づ
く
り
を

実
行
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
で
す
。
月

に
１
度
、
役
場
周
辺
道
路
の
街
路
樹

下
の
維
持
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

作
業
中
の
会
話
や
情
報
交
換
に
よ
り
、

た
く
さ
ん
の
知
識
も
身
に
つ
き
ま
す
。 

　
少
し
で
も
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

日
時
　
毎
月
第
４
土
曜
日 

　
　
　
９
時
〜
１１
時 

場
所
　
役
場
周
辺
道
路 

　
　
　（
役
場
に
集
合
後
移
動
） 

    

　
今
月
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
予
定

（
３
／
２０
〜
４
／
１９
）
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
予
定
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

み
ど
り
の
グ
ル
ー
プ 

　
４
月
１
日
（
水
）
９
時
〜 

　
　
元
Ｊ
Ａ
八
千
種
前
花
壇 

　
４
月
１５
日
（
水
）
９
時
〜 

　
　
七
種
川
沿
い
新
町
花
壇 

コ
コ
ロ
ン
ク
ラ
ブ 

　
４
月
１８
日
（
土
）
９
時
〜 

　
図
書
館
南
に
建
設
中
の
さ
る
び
あ

ド
ー
ム
が
い
よ
い
よ
完
成
し
ま
す
。

多
く
の
方
に
愛
着
を
も
っ
て
ご
利
用

い
た
だ
け
る
よ
う
サ
ル
ビ
ア
の
苗
を

植
え
ま
す
の
で
、
一
般
の
方
も
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

問
い
合
わ
せ
先 

　
文
化
セ
ン
タ
ー 

　
　
２２
・
３
７
５
５ 

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
専
門
員
） 

”広
げ
よ
う
　
　
　
　

広
げ
よ
う
　
　
　
　 

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
輪

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
輪

“ 

”広
げ
よ
う
　
　
　
　 

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
輪

“ 

”福
崎
町

福
崎
町
コ
コ
ロ
ン
ク
ラ
ブ

“ 

　

会
員
募
集
！
　
　
　
　
　

会
員
募
集
！
　
　
　
　
　 

”福
崎
町
コ
コ
ロ
ン
ク
ラ
ブ

“ 

　

会
員
募
集
！
　
　
　
　
　 

４ 

　炒めた具から出る水分はもち麦が吸収するので、
パラパラでギュッと味
が濃縮し、プロが作っ
たような味わいに仕上
がります。 
 
 
 
材料（５人分） 
もちむぎ精麦１合 
米１合 
水１.５合 
　　　牛乳１合 
　　　顆粒コンソメ 小さじ２ 
　　　ロリエ１枚 
　　　玉ねぎ（みじん切り）１/２個　 
　　　ベーコン（１㎝幅）２枚 
　　　バター２０ｇ 
　　　ミックスベジタブル（冷凍）１００ｇ 
　　　シーフードミックス（冷凍）２００ｇ 
　　　マッシュルーム（スライス）1缶 
　　　酒 大さじ1 
　　　塩・こしょう 適宜 
 
作り方 
①米を洗い、ざるで水気を切って炊飯釜に入れ、も
ちむぎ精麦と水を加えて３０分置く。Ａを加えて混ぜ、
普通に炊く。 
②フライパンでＢを炒め、Ｃを加える。ふたをして
中火で３分煮た後、ふたを開けて水分をとばす。 
③炊き上がったもちむぎご飯に②を加えて混ぜ、１０
分蒸らした後、器に盛り付ける。 
 
※これは、もち麦の可能性を考えるフォーラム（１１月
２９日開催）バイキングのメニューです。 
 
　提供：食デザイナー・管理栄養士　平野實希さん 

ホワイトソースを
かけて焼くと 

シーフードドリア
に変身！ 

ホワイトソースを
かけて焼くと 

シーフードドリア
に変身！ 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

“こころ豊かなふくさき”を願って 
“こころ豊かな兵庫”を 

めざして 

（愛称： 
 ココロン） 



　
小
学
３
年
生
の
お
子
さ

ん
は
、
４
月
か
ら
「
こ
ど

も
医
療
費
受
給
者
証
」
に

切
り
替
わ
り
ま
す
。
３
月

下
旬
に
郵
送（
普
通
郵
便
）

で
、
こ
ど
も
医
療
費
受
給

者
証
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

旧
乳
幼
児
等
医
療
費
受
給

者
証
は
有
効
期
限
終
了
後
、

役
場
健
康
福
祉
課
へ
返
却

し
て
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
こ
ど
も
医
療
を

受
給
さ
れ
て
い
る
中
学
３

年
生
・
母
子
家
庭
等
医
療

を
受
給
さ
れ
て
い
る
１８
歳

の
子
の
保
護
者
の
方
に
は
、

３
月
下
旬
に
資
格
喪
失
届

を
送
付
し
ま
す
。
返
信
用

封
筒
を
同
封
し
て
い
ま
す

の
で
、
有
効
期
限
終
了
後
、

資
格
喪
失
届
と
福
祉
医
療

費
受
給
者
証
を
添
え
て
役

場
健
康
福
祉
課
へ
返
却
し

て
く
だ
さ
い
。 

 

問
い
合
わ
せ
先 

健
康
福
祉
課
国
保
医
療
係 

（
内
線
３
５
６
） 

 

受
給
者
証
の
有
効
期
限
は 

３
月
末
で
す 

小
学
３
年
生
の
乳
幼
児
等
医
療 

中
学
３
年
生
の
こ
ど
も
医
療 

１８
歳
の
子
・
そ
の
監
護
者
の
母
子
家
庭
等
医
療 

乳幼児等医療費受給者証 乳 

負担者番号 

受給者番号 

受
　
　
　
給
　
　
　
者 

住
　
　
　
所 

氏
　
　
名 

生年 
月日 

一部負担金 
外来 

兵庫県神崎郡 

入院 

有 効 
期 間 

発　行 
機関名 
及び印 
交　付 
年月日 

福 崎 町 長 

５ 

自治会名 区長名 

田　原　地　区 

八 千 種 地 区 

福　崎　地　区 

長　目 

中　島 

西光寺 

八反田 

吉　田 

西　野 

井ノ口 

北　野 

　　川 

田　尻 

大　門 

加治谷 

亀　坪 

井奥　広伸 

牛尾　俊秋 

竹本　繁夫 

徳永　和正 

　岡　正明 

松井　昭好 

繁内　幹夫 

長谷川尚志 

釜坂　道弘 

松岡　宏信 

三輪　和昭 

黒田　義孝 

福永　正之 

南大貫 

東大貫 

西大貫 

余　田 

小　倉 

庄 

鍛治屋 

谷岡　正也 

内藤　　守 

吉識　秋光 

松岡　光夫 

難波　紀男 

岡本　　裕 

中塚　幹男 

新　町 

馬　田 

山　崎 

駅　前 

福　田 

田　口 

板　坂 

桜 

長　野 

神　谷 

西　谷 

西　治 

高　橋 

森　　　康 

植岡　和彦 

大井　正英 

大杉　洋一 

大松　正　 

松岡　政行 

山口　省五 

大杉　武司 

川端　泰平 

藤後　正和 

大西　正誠 

高原　光則 

岩見　光男 

（総務課） 

新しい区長が 
決まりました 
　平成２７年福崎町の区長 
が決まりましたので、お 
知らせします。　　　　 
（２月１０日現在・敬称略） 

サルビアセミナー  受講生募集！ 
　現在の生活を見直し、こころ豊かで生きがいのある人生を送れることを願

うとともに、情報提供や学習の場を提供します。 

会　　場　文化センターほか 

対　　象　町内在住の方 

受 講 料　年間５００円（体験などは実費徴収） 

申込期間　３月１９日（木）～４月８日（水） 

申込方法　申込用紙に必要事項を記入のうえ、 

　　　　　５００円を添えて文化センター事務所へ。 

◇ 講座一覧 ◇ ※日程、内容などは変更することがあります。 

回 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

１０ 

日時 講 座 内 容 講　師（敬称略） 

４月２４日（金） 
１３:３０～１５:００ 

〔公開講座〕 
『脳トレで若返り!!～回想法で認知症予防～』 

認知症予防教室　一輪会 
　代表　田中孝史 

６月５日（金） 
１３:３０～１５:００ 

『楽しい篆刻入門』 
神崎郡美術協会　書の部　会員 
　吉田昭弘、大山嘉明 

７月４月（土） 
１３:３０～１５:００ 

〔公開講座〕 
『柳田國男とエスペラントの人々』 

大阪観光大学観光学部観光学科 
　教授　橘　弘文 

時期未定 
８:３０～１７:００ 

『美術展見学（もしくは工場見学）』 

８月２１日（金） 
１３:３０～１５:００ 

『野菜ソムリエの発酵食品料理講座』 
日本野菜ソムリエ協会認定　野菜ソムリエ 
　福田いずみ 

時期未定 
８:３０～１７:００ 

『一日研修』 

１１月２０日（金） 
１３:３０～１５:００ 

〔公開講座〕　『真田幸村と戦国時代 
 ～２０１６年NHK大河ドラマ『真田丸』を通して～』 

古典文学講師・バニラシティ 
　代表　森田充代 

１２月４日（金） 
１３:３０～１５:００ 

『年末のかんたんお片付け講座』 
整理収納アドバイザー 
　笹田奈美子 

１月２２日（金） 
１３:３０～１５:００ 

〔公開講座〕 
『聴いてトクする税の教養講座 ～確定申告に向けて～』 

近畿税理士会所属　税理士 

２月１９日（金） 
１３:３０～１５:００ 

〔公開講座〕 
『フォークソング・ライブ』 

シンガーソングライター 
　じろりん（尾崎二郎） 

てんこく 



１．人件費の状況（普通会計決算） 

（注）1.人件費には、一般職員の給与、特別職の給料・報酬、共済組合負担金等が含まれています。 
　　　2.実質収支＝歳入総額－(歳出総額＋翌年度へ繰り越すべき財源)

町
職
員
の
給
与
や
職
員
数
を
公
表
し
ま
す

町
職
員
の
給
与
や
職
員
数
を
公
表
し
ま
す 
町
職
員
の
給
与
や
職
員
数
を
公
表
し
ま
す 

　
町
職
員
の
給
与
は
、
生
活
費
、
並
び
に
国
、
他
の
地
方
公
共
団
体
の
職
員
及
び
民
間
企
業
の
従
事
者
の
給
与
等
を
考
慮
し
て
、
町
議
会
の
議
決
を
経
て
条
例
で

定
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
長
、
議
長
及
び
特
別
職
の
報
酬
等
は
、
町
内
の
各
種
団
体
の
代
表
者
等
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
の
意
見
を
聴

い
て
、
町
議
会
の
議
決
を
経
て
定
め
て
い
ま
す
。
職
員
の
給
与
等
の
状
況
を
広
く
み
な
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
そ
の
概
要
を
公
表
し
ま
す
。 

区　分 実質収支 

平成25年度 

住民基本台帳人口 
（年度末） 

19,522人 

（H26.3.31現在） 

歳出額 
（A） 

7,328,236

千円 

人件費 
（B） 

1,239,860

千円 

人件費率 
（B÷A） 

16.9

％ 

前年度 
人件費率 

17.9

％ 

181,674

千円 

２．職員給与の状況（普通会計決算） 

（注）1.職員手当には児童手当、退職手当を含みません。 
　　　2.職員数は平成２５年４月１日現在の人数です。 

区　分 

３．職員の平均給料月額及び平均年齢の状況 

（注）1.一般行政職とは、特別職、税務職、看護・保健職、福祉職、教育職、企業職及び技能労務職を除いたものです。 
　　　2.技能労務職とは、運転員、調理員、作業員などです。 
　　　3.平成２６年度福崎町のラスパイレス指数（国家公務員の給料を１００として算出する）は９９.５となっています。 

区　分 
平均給料月額 

一　般　行　政　職 

平均給料月額 平均年齢 

322,806円 41.6歳 

335,000円 43.5歳 

337,763円 53.7歳 

287,992円 50.1歳 

平均年齢 

技　能　労　務　職 

福　　崎　　町 

国 

給　　与　　費 

給　　料 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ） 

平成25年度 

職員数 
（A） 

133 482,051

千円 人 

169,842

千円 

732,515

千円 

１人当たり給与費 
（B÷A） 

5,507

千円 

80,622

千円 

（平成26年4月1日現在） 

（平成26年4月1日現在） ４．職員の初任給の状況 
区　分 

一般行政職 
大学卒 

福　崎　町 

（平成26年4月1日現在） ５．職員の経験別・年数別・学歴別標準給料月額の状況 

（平成26年4月1日現在） 

経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年 

267,200円 303,800円 357,300円 

214,500円 267,200円 303,800円 

国 

174,200円 174,200円 

142,100円 142,100円 高校卒 

一般行政職 
大学卒 

高校卒 

区　分 

６．一般行政職の級別職員数の状況 
区　分 

標準的な職務内容 

職員数　（人） 

構成比　（％） 

参考 1年前の構成比 

計 1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級 

1054839328131

100.03.87.637.130.57.612.41.0

100.05.85.840.826.27.711.81.9

町参事 
課　長 
課参事 

課　長 
課参事 
副課長 

課長補佐 
係　長 
主　査 

係　長 
主　査 

主　事 主　事 

（注）1.職員数は、福崎町給与条例にもとづく給料表の級区分による職員数です。 
　　　2.標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。 

　福崎町では、町が管理する施設（役場、幼児園、給食センター等）で業務の一時的増加、職員の疾病、産休
時に短期間でアルバイトを採用しています。 
　アルバイトは登録制になっており、採用時にはこの登録台帳により選考し、本人と契約します。 
　随時受け付けしています。希望者は総務課人事係（内線２２２）へ。 

役場アルバイトの登録制度について 役場アルバイトの登録制度について 役場アルバイトの登録制度について 

６ 



部門別職員数の状況 

７．職員の手当の状況 
区分 

退職手当 

退職時の 
特別昇給 

期末手当 
勤勉手当 

地域手当 
（平成２６年　 
　４月１日現在） 

管理職手当 
（平成２６年　 
　４月１日現在） 

扶養手当 
（平成２６年　 
　４月１日現在） 

住居手当 
（平成２６年　 
　４月１日現在） 

通勤手当 
（平成２６年　 
　４月１日現在） 

特殊勤務 
手当 

（平成２５年度） 

時間外 
勤務手当 

福　崎　町 国の制度との比較 
（平成26年度支給割合） 

 
6月期 
12月期 
計 

期末手当 
1.225月分 
1.375月分 
2.600月分 

勤勉手当 
0.675月分 
0.825月分 
1.500月分 

（支給率） 
勤続20年 
勤続25年 
勤続35年 
最高限度額 

自己都合 
21.62月分 
30.82月分 
43.70月分 
52.44月分 

勧奨・定年 
27.025月分 
36.57月分 
52.44月分 
52.44月分 

職制上の段階、職務の 
級等による加算措置 

その他の加算措置 

平成２１年度から制度廃止 

無 無 

配偶者 
扶養親族１人につき 
配偶者のない場合の１人目 
年度初め満１５歳～年度末満２２歳の子加算額 

13,000円 
6,500円 
11,000円 
5,000円 

職員全体に占める手当支給職員の割合 
支給対象職員１人当たり平均支給年額 
手当の種類（手当数） 
　感染症防疫作業手当（1） 

4.3％ 
4,833円 

交通機関の利用者 
　実費支給 
　６か月定期券等の価格による一括支給 

交通用具利用者 
通勤距離 

 
ただし最高55,000円 

 
１km　～　40km以上　 

3,500円　～　35,000円　 

 
0km　～　60km以上 

2,000円　～　31,600円 

借家居住者 
月額12,000円以上の家賃を払っている職員 

 
最高27,000円 

自宅居住者 
世帯主である職員に支給 2,500円 

支給総額 
支給対象職員１人当たり年額 

31,520千円 
286,546円 

支給総額 
支給対象職員１人当たり年額 

27,543千円 
245,917円 

定年前早期退職特例措置（2～20％） 
定年前早期退職特例措置 

（3～45％） 

有 同じ 

同じ 

異なる 

同じ 
（制度はあるが　　　　　 
　福崎町の区域は無支給） 

技監２０/１００、町参事職１９/１００、 
課長１７/１００、課参事１３/１００、 
副課長１２/１００ 

異なる 
7級　88,500円～66,400円 
6級　72,700円～51,900円 
5級　59,500円～49,600円 

同じ 

同じ 

同じ 

無 

同じ 

異なる 

同じ 

２５
年
度 

２４
年
度 

（注）1.退職手当については、兵庫県市町村職員退職手当組合に加入 
　　　　していますので、支給率は本組合条例で定められています。 
　　　2.普通会計を対象としています。 

８．職員の福祉および利益の保護の状況 

共済制度 
職員は、社会保険制度の一環として、兵庫県市 
町村職員共済組合または公立学校共済組合に加 
入し、医療、年金などの給付を受けています。 

職員は、一般財団法人兵庫県市町職員互助会及 
び福崎町職員互助会に加入し、福利厚生の充実 
を図っています。 

定期健康診断、人間ドック、脳ドック、子宮が 
ん検診を実施 

公務災害　１件 
通勤災害　０件 

（平成２５年度） 

勤務条件に関する措置の要求　０件 
不利益処分についての不服申立て　０件 

（平成２５年度） 

互助制度 

健康管理 

公務災害 

措置要求・ 
不服申立て 

１０．定員の状況 

１１．定員適正化手法の概要 

区分 

平成２５年 

職員数 

一般行政 
部門 

特別行政 
部門 

公営企業等 
会計部門 

普通会計 

合　　　計 

主な増減理由 
平成２６年 
の対前年 
度増減数 部門 

（各年４月１日現在） 

議会 
総務 
税務 
民生 
衛生 
農林水産 
商工 
土木 
小計 
教育 
小計 
計 
水道 
下水道 
その他 
小計 

3人 
32 
8 
43 
11 
9 
2 
13 
121 
37 
37 
158 
7 
7 
10 
24 
182

平成２４年 平成２６年 
3人 
30 
7 
43 
11 
10 
1 
13 
118 
36 
36 
154 
7 
9 
10 
26 
180

3人 
32 
8 
41 
11 
10 
2 
13 
120 
37 
37 
157 
5 
8 
10 
23 
180

0人 
0 
0 

△2 
0 
1 
0 
0 

△1 
0 
0 

△1 
△2 
1 
0 

△1 
△2

 

 

 

非常勤職員化 

 

土木職の採用 

 

 

 

 

 

 

 

水道部門から移管 

（注）職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する 
　　　休職者、派遣職員などを含み、臨時または非常勤職員を除いたものです。 

　第４次の定員適正化計画においては、前計画で目標を上回
る減員となりましたが、行政サービスの低下につながらない
よう住民のニーズに合致した行政体系を構築するとともに、
地域主権改革に伴う事務量の増大や、経済情勢や少子高齢化
への対応など時代背景を把握しながら、具体的には現業職の
退職不補充、事務事業の広域行政化、組織機構の改革、執務
能率の向上等により職員の定員適正化に努めます。 

　定員適正化計画は、平成２２年度に第４次計画を策定し、平成２７年
度を目標年として、取り組んでいます。第３次計画において１０人の減
員目標に対し計画を大きく上回る１９人の減員となりましたが、基本的
に増員は行わず現状を維持しながら効率的な行政運営に努めます。 

問い合わせ先　総務課　人事係（内線222） 

部　門 区　分 H２４年 H２３年 H２５年 H２６年 H２７年 H２７年 
目標数値 

増減数 
職員数 

実　績 
一般行政 

特別行政 

公営企業等 

合　計 

計
画 

増減数 
職員数 

実　績 

計
画 

増減数 
職員数 

実　績 

計
画 

増減数 
職員数 

実　績 

計
画 

△8 
118 
116 
△3 
38 
39 
2 
26 
26 
 

182 
181

H２２年 
（計画年） 

 
126 
118 
 
41 
38 
 
24 
26 
 

191 
182

 
118 
118 
 
38 
36 
 
26 
26 
 

182 
180

 
118 
121 
 
38 
37 
△1 
25 
24 
△1 
181 
182

 
118 
120 
 
38 
37 
 
25 
23 
 

181 
180

 
118 
 
△1 
37 
 
 
25 
 
△1 
180

 
118 
 
 
37 
 
 
25 
 
 

180

○詳しい内容は町ホームページに掲載しています。 

１人を非常勤職員化、１人を 
下水道部門へ移管 

（注）町長・副町長・教育長の期末手当の役職加算（基礎額の１０ 
　　　%）カットは廃止しました。 

９．特別職報酬等の状況 

区　分 期末手当 

6月期　1.85月分 
12月期　2.20月分 

 
計　4.05月分 

給料・報酬月額 

830,000円 
673,000円 
620,000円 
356,000円 
265,000円 
245,000円 

平成２６年４月１日現在 
町　長 
副町長 
教育長 
議　長 
副議長 
議　員 

給料 

報酬 給料・報酬月額に上の支給割合 
を乗じた額が支給されます。　 

定員適正化計画の年次別進捗状況（実績）の概要 

７ 



福崎町 

　
５
年
生
の
学
年
目
標
は
、
「
ス
ク

ラ
ム
」
で
す
。
１５
人
が
、
ス
ク
ラ
ム

を
組
ん
で
、
力
を
合
わ
せ
助
け
合
っ

て
前
へ
進
む
よ
う
に
と
い
う
意
味
が

こ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
４

年
生
の
時
は
、
「
ハ
ー
モ
ニ
ー
」
で

す
。
先
生
が
言
う
に
は
、
ぼ
く
た
ち

は
み
ん
な
一
人
一
人
す
ば
ら
し
い
力

が
あ
る
そ
う
で
す
。
そ
の
力
は
、
一

人
一
人
ち
が
う
そ
う
で
す
。
小
さ
な

と
こ
ろ
ま
で
よ
く
気
の
つ
く
人
、
必

ず
助
け
て
く
れ
る
人
、
大
き
な
声
が

出
て
み
ん
な
を
元
気
に
で
き
る
人
な

ど
、
一
人
一
人
ち
が
っ
た
よ
さ
が
あ

る
そ
う
で
す
。
そ
の
よ
さ
が
一
つ
に

ま
と
ま
り
、
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を

か
な
で
る
よ
う
に
と
い
う
意
味
が
こ

め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
美
し
い
ハ
ー

モ
ニ
ー
を
か
な
で
て
、
５
年
生
で
は
、

み
ん
な
で
い
っ
し
ょ
に
ぐ
ん
ぐ
ん
と

前
に
成
長
し
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と

だ
そ
う
で
す
。 

　
先
生
が
前
に
賞
を
も
ら
っ
た
作
文

を
読
ん
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
こ

に
は
、
「
ふ
わ
ふ
わ
言
葉
と
チ
ク
チ

ク
言
葉
」
が
で
て
き
ま
し
た
。
ふ
わ

ふ
わ
言
葉
と
は
、
「
あ
り
が
と
う
、

よ
か
っ
た
ね
、
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
」
な

ど
の
言
葉
で
す
。
チ
ク
チ
ク
言
葉
は
、

「
な
ら
べ
よ
、
あ
ほ
、
ば
か
、
あ
っ

ち
い
け
」
な
ど
で
す
。
そ
れ
を
聞
い

て
、
ぼ
く
は
思
い
ま
し
た
。
ぼ
く
た

ち
は
チ
ク
チ
ク
言
葉
を
つ
か
っ
て
な

い
な
と
思
い
ま
し
た
。
ふ
わ
ふ
わ
言

葉
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
な
と
思
い
ま
し

た
。
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で
、
ぐ
い
ぐ

い
と
前
へ
進
む
の
だ
っ
た
ら
、
チ
ク

チ
ク
言
葉
で
は
前
に
進
め
な
い
と
思

い
ま
し
た
。
み
ん
な
で
助
け
合
わ
な

い
と
進
め
な
い
で
す
。 

　
家
で
弟
と
け
ん
か
を
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
、

チ
ク
チ
ク
言
葉
か
ら
大
き
な
け
ん
か

に
な
り
ま
す
。
泣
い
て
い
る
弟
を
見

る
と
ご
め
ん
ね
と
思
い
ま
し
た
。
ち

ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
も
ふ
わ
ふ
わ
言

葉
で
け
ん
か
に
な
ら
な
い
と
思
い
ま

し
た
。 

　
助
け
合
っ
て
こ
ん
な
い
い
こ
と
が

あ
っ
た
と
か
、
み
ん
な
で
協
力
し
て

こ
ん
な
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
細
か

い
こ
と
は
思
い
う
か
ば
な
い
け
れ
ど
、

何
と
な
く
毎
日
が
楽
し
い
で
す
。
き

っ
と
、
ふ
わ
ふ
わ
言
葉
が
い
っ
ぱ
い

あ
る
か
ら
な
ん
だ
と
気
が
つ
き
ま
し

た
。
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で
、
み
ん
な

で
前
へ
進
ん
で
い
き
た
い
で
す
。 

    

　
わ
た
し
の
お
母
さ
ん
は
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
働
い
て
い
ま
す
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
は
介
護
が

必
要
な
方
が
通
う
し
せ
つ
で
す
。
わ

た
し
は
何
度
か
お
母
さ
ん
の
働
く
し

せ
つ
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
こ
し
が
曲
が
っ
て
い
る
人
や

車
い
す
に
乗
っ
て
い
る
人
、
ベ
ッ
ド

に
寝
て
い
る
人
な
ど
、
い
ろ
ん
な
人

が
い
ま
し
た
。
体
が
動
け
な
く
な
っ

た
原
因
は
病
気
や
年
の
せ
い
な
ど
だ

そ
う
で
す
。 

　
わ
た
し
は
そ
の
時
、
車
い
す
に
乗

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
車
い
す
に
座

っ
て
タ
イ
ヤ
の
外
に
付
い
て
い
る
大

き
な
輪
っ
か
を
両
手
で
回
す
と
、
前

に
進
み
ま
し
た
。
簡
単
に
前
に
行
け

た
け
ど
、
狭
い
と
こ
ろ
は
通
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

　
も
し
、
わ
た
し
が
車
い
す
生
活
に

な
っ
た
ら
ど
う
思
う
か
考
え
ま
し
た
。

家
の
２
階
に
行
く
た
め
に
階
段
を
一

人
で
上
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ト

イ
レ
も
大
変
だ
と
思
い
ま
す
。
自
分

で
車
い
す
に
座
れ
る
か
、
高
い
と
こ

ろ
の
も
の
は
取
れ
る
か
、
い
ろ
い
ろ
、

不
安
に
な
り
ま
し
た
。
車
い
す
の
生

活
は
本
当
に
大
変
だ
と
思
い
ま
し
た
。 

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
そ
ん
な
人
た

ち
の
お
手
伝
い
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

お
風
呂
も
い
す
に
座
っ
た
ま
ま
お
湯

に
つ
か
れ
る
そ
う
で
す
。
車
い
す
が

ぬ
れ
て
し
ま
う
の
で
ど
う
す
る
の
か

お
母
さ
ん
に
聞
い
て
み
る
と
、
お
風

呂
用
の
い
す
が
あ
る
こ
と
を
教
え
て

く
れ
ま
し
た
。
寝
た
き
り
の
人
が
寝

た
ま
ま
入
れ
る
お
風
呂
も
あ
る
そ
う

で
す
。
そ
れ
と
車
い
す
の
人
は
立
つ

こ
と
が
で
き
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
物
を
持
て

ば
立
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
私
が
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
お
風
呂
の

後
の
ド
ラ
イ
ヤ
ー
を
か
け
る
の
を
お

手
伝
い
し
た
と
き
に
、
「
あ
り
が
と

う
。
」
と
お
年
寄
り
の
方
か
ら
言
っ

て
も
ら
え
ま
し
た
。
お
手
伝
い
を
す

る
と
き
は
ど
き
ど
き
し
た
け
れ
ど
、

お
礼
を
言
っ
て
も
ら
え
て
う
れ
し
か

っ
た
で
す
。
年
を
取
っ
て
い
く
と
自

分
で
は
で
き
な
い
こ
と
が
多
く
な
っ

て
い
く
け
れ
ど
、
た
く
さ
ん
の
助
け

が
あ
れ
ば
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
で
き

る
と
思
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
わ
た

し
は
、
困
っ
て
い
る
車
い
す
の
人
や

お
年
寄
り
の
人
た
ち
に
手
を
さ
し
の

べ
る
こ
と
が
で
き
る
や
さ
し
い
人
に

な
り
た
い
で
す
。 

お
年
寄
り
に
出
会
っ
て 

田
原
小
学
校
４
年
　 

長
谷
川
瑠
奈 

や
さ
し
さ
が
　
つ
た
わ
る
と
き
っ
て 

　
し
あ
わ
せ
だ
ね 

福
崎
小
学
校
１
年
　
　 

西
村
菜
乃 

ゆ
う
気
だ
し
　
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
子 

　
た
す
け
出
す 八

千
種
小
学
校
３
年
　 

松
岡
優
奈 

あ
な
た
と
私
は
違
う
け
ど 

　
き
ら
き
ら
笑
顔
は
　
同
じ
だ
ね 

田
原
小
学
校
４
年
　
　 

深
見
萌
杏 

見
な
い
ふ
り
　
し
て
る
自
分
が 

　
な
さ
け
な
い 

福
崎
東
中
学
校
３
年
　 

増
田
唯
佳 

ス
ク
ラ
ム 

高
岡
小
学
校
５
年
　 

松
岡
智
耶 

福崎西中学校３年 
中杉綾乃 

福崎東中学校２年 
藤原里奈 

８ 



生活科学 
センター 
だより 

〔
相
談
〕 

　
夕
刻
、
近
く
で
工
事
を
し
て
い

る
○
○
電
機
の
工
事
会
社
だ
と
訪

問
が
あ
り
、
「
電
気
使
用
量
の
お

知
ら
せ
の
レ
シ
ー
ト
は
縦
長
で
す

か
？
横
長
で
す
か
？
」
と
尋
ね
ら

れ
た
。
縦
長
だ
と
答
え
る
と
、「
横

長
の
様
式
に
変
更
す
る
と
電
気
料

金
が
割
引
に
な
り
ま
す
。
」
と
言

う
。
不
審
な
の
で
断
る
と
、
「
い

い
ん
で
す
か
？
こ
の
辺
の
み
な
さ

ん
は
変
え
ら
れ
て
い
ま
す
よ
！
」

と
、
な
か
な
か
引
き
下
が
ら
な
い
。

き
っ
ぱ
り
断
っ
た
が
、
縦
長
や
横

長
や
よ
く
わ
か
ら
な
い
業
者
が
近

所
を
回
っ
て
い
る
の
で
情
報
提
供

し
た
い
。 

（
５０
歳
代
女
性
） 

 〔
処
理
〕 

　
毎
月
１
回
、
電
力
会
社
の
検
針

員
が
訪
問
し
、
メ
ー
タ
ー
の
指
示

数
を
確
認
後
、
「
電
気
使
用
量
の

お
知
ら
せ
」
を
届
け
る
そ
う
で
す
。

そ
れ
が
、
オ
ー
ル
電
化
の
契
約
を

し
て
い
る
と
横
長
の
レ
シ
ー
ト
に

な
り
ま
す
。
お
そ
ら
く
、
オ
ー
ル

電
化
の
勧
誘
に
訪
問
し
た
業
者
か

と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
販

売
目
的
を
告
げ
ず
に
お
得
さ
ば
か

り
を
強
調
す
る
勧
誘
は
よ
く
あ
り

ま
せ
ん
。
不
審
に
思
わ
れ
、
情
報

提
供
も
し
て
く
だ
さ
っ
た
相
談
者

に
感
謝
を
伝
え
ま
し
た
。 

 〔
ア
ド
バ
イ
ス
〕 

　
私
た
ち
の
生
活
の
中
で
電
気
は

必
要
不
可
欠
な
も
の
で
す
。
少
し

で
も
電
気
代
が
安
く
な
っ
た
ら
い

い
な
あ
と
思
う
の
は
消
費
者
の
心

理
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
本
当
に

安
く
な
る
の
か
、
業
者
の
言
葉
だ

け
を
信
用
せ
ず
、
し
っ
か
り
確
か

め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
４
月
か
ら

電
気
料
金
の
値
上
げ
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
便
乗
し
た
勧
誘
に
も

注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

　
そ
し
て
、
訪
問
し
た
事
業
者
を

見
極
め
る
こ
と
も
大
切
で
す
。「
訪

問
販
売
」
の
適
正
化
の
た
め
に
事

業
者
が
守
る
べ
き
規
制
が
あ
り
ま

す
。 

①
訪
問
販
売
を
す
る
場
合
に
は
、

訪
問
目
的
、
事
業
者
名
、
販
売

す
る
商
品
、
役
務
、
権
利
の
種

類
を
明
示
す
る
必
要
が
あ
る
。 

②
事
業
者
の
訪
問
勧
誘
に
対
し
て

消
費
者
が
契
約
を
拒
絶
し
た
場

合
、
再
勧
誘
を
禁
止
す
る
。 

③
事
業
者
は
書
面
を
交
付
す
べ
き

義
務
が
あ
る
。
契
約
を
締
結
し

た
ら
遅
滞
な
く
契
約
書
を
交
付

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

④
契
約
す
る
際
の
不
法
な
行
為（
嘘

を
言
う
、
有
利
な
こ
と
だ
け
で

不
利
な
こ
と
は
言
わ
な
い
、
帰

ら
な
い
等
）
や
ク
ー
リ
ン
グ
オ

フ
を
妨
害
す
る
行
為
は
禁
止
さ

れ
て
い
る
。 

　
こ
れ
ら
の
規
制
は
法
改
正
を
何

度
か
重
ね
て
消
費
者
保
護
の
手
厚

い
も
の
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

　
み
な
さ
ん
か
ら
の
相
談
情
報
が

法
改
正
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

強
引
な
勧
誘
や
不
審
な
訪
問
・
電

話
勧
誘
な
ど
が
あ
れ
ば
、
情
報
提

供
を
お
願
い
し
ま
す
。 

        

　
秘
密
厳
守
　
相
談
は
無
料 

　
相
談
日
時
　
火
〜
金
曜
日 

　
　
　
　
　
　
９
時
〜
１６
時 

　
神
崎
郡
消
費
生
活
中
核
セ
ン
タ

ー
は
、
文
化
セ
ン
タ
ー
の
敷
地
内

に
あ
り
ま
す
。 

　
（
月
曜
日
は
休
館
日
） 

本
当
に
電
気
料
金
が
 

安
く
な
る
の
!?
 

消
費
生
活
の
相
談
や
問
い
合 

わ
せ
、
苦
情
は
、
神
崎
郡
消 

費
生
活
中
核
セ
ン
タ
ー
へ 

（
　
２２
・
４
９
７
７
） 

ハイ！ 
神崎郡消費生活 
　中核センター 
　　相談員です 

う
そ 

９ 

共
に
生
き
る
知
恵
を 

　
人
権
啓
発
講
演
会
が
あ
り
ま
し

た
。
講
師
は
コ
リ
ア
・
レ
ポ
ー
ト

編
集
長
の
辺
真
一
さ
ん
で
す
。 

　
人
権
に
は
、
知
る
権
利
、
表
現

す
る
権
利
な
ど
数
々
あ
り
ま
す
が
、

世
界
で
紛
争
や
人
殺
し
が
頻
発
す

る
状
況
で
は
、
生
き
る
権
利
が
最

優
先
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

　
私
た
ち
は
、
宗
教
、
民
族
、
国

家
な
ど
、
違
い
の
中
で
生
き
て
い

ま
す
が
、
お
互
い
に
そ
の
違
い
を

知
り
、
認
め
合
っ
て
共
に
生
き
る

努
力
を
尽
く
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
と
話
さ
れ
ま
し
た
。 

　
神
河
町
は
毎
月
１１
日
を
「
人
権

を
た
し
か
め
る
日
」
と
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
日
配
布
さ
れ
た
ニ
ュ
ー

ス
を
も
ら
っ
て
き
ま
し
た
。
昨
年

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
に
輝
い
た
２
人

の
言
葉
が
載
録
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

○
マ
ラ
ラ
・
ユ
ス
フ
ザ
イ
さ
ん 

　
な
ぜ「
強
い
」と
言
わ
れ
る
国
々

は
、
戦
争
を
生
み
出
す
力
が
と
て

も
あ
る
の
に
、
平
和
を
も
た
ら
す

こ
と
に
か
け
て
は
弱
い
の
で
し
ょ

う
か
。
な
ぜ
銃
を
与
え
る
こ
と
は

と
て
も
簡
単
な
の
に
、
本
を
与
え

る
こ
と
は
と
て
も
難
し
い
の
で
し

ょ
う
か
。
な
ぜ
戦
車
を
つ
く
る
こ

と
は
と
て
も
簡
単
で
、
学
校
を
建

て
る
こ
と
は
と
て
も
難
し
い
の
で

し
ょ
う
か
。 

○
カ
イ
ラ
シ
ュ
・
サ
テ
ィ
ヤ
ル
テ
ィ 

さ
ん 

　
世
界
の
た
っ
た
１
週
間
分
の
軍

事
費
が
あ
れ
ば
、
す
べ
て
の
子
ど

も
た
ち
を
学
校
に
通
わ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
の
に
、
そ
ん
な
お
金
は

な
い
と
い
う
世
界
を
、
私
は
受
け

入
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。 

 

　
そ
れ
ぞ
れ
心
に
響
く
言
葉
で
す
。 

　
私
は
１
・
１７
大
震
災
の
年
か
ら

町
政
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
１
・

１７
と
３
・
１１
大
震
災
後
で
は
行
政

運
営
に
変
化
が
生
ま
れ
て
い
る
よ

う
に
感
じ
ま
す
。
共
生
か
ら
競
争

に
変
わ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

　
そ
の
変
化
は
、
日
本
が
集
団
的

自
衛
権
の
行
使
に
よ
っ
て
戦
争
の

で
き
る
国
に
な
ろ
う
と
憲
法
解
釈

を
変
え
た
こ
と
と
無
関
係
で
は
な

い
と
思
い
ま
す
。 

　
お
互
い
に
知
恵
を
出
し
合
っ
て
、

共
に
生
き
る
平
和
な
世
界
に
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。 

町
長 

　

嶋
田
正
義 

ピ
ョ
ン
ジ
ン
イ
ル 

福崎町「人権・青少年 
健全育成フェスティバル」 
　　 あいさつ 



 

　
平
成
２７
年
度
の
固
定
資
産
税
評
価
の
縦
覧
を
福
崎
町
役
場
税

務
課
に
お
い
て
、
４
月
１
日
か
ら
行
い
ま
す
。 

  

「
縦
覧
帳
簿
」
で
他
の
土
地
や
家
屋
の
評
価
額
に
つ
い
て
も
縦

覧
が
可
能
で
す
。 

　
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿 

　
　
　
所
在
、
地
番
、
地
目
、
地
積
、
価
格 

　
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿 

　
　
　
所
在
、
家
屋
番
号
、
種
類
、
構
造
、
床
面
積
、
価
格 

  

　
平
成
２７
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
２７
年
６
月
３０
日
ま
で
の
間 

（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
） 

  

　
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
に
つ
い
て
は
、
福
崎
町
内
に
所
在
す

る
土
地
に
対
し
て
固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
納
税
者
も

し
く
は
そ
の
代
理
人 

　
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
に
つ
い
て
は
、
福
崎
町
内
に
所
在
す

る
家
屋
に
対
し
て
固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
納
税
者
も

し
く
は
そ
の
代
理
人 

  

　
窓
口
で
縦
覧
さ
れ
る
方
の
印
鑑
、
本
人
確
認
書
類
（
免
許
証
、

保
険
証
等
）、
納
税
者
の
代
理
人
（
同
世
帯
の
親
族
を
除
く
）

の
方
は
委
任
状 

  

　
自
己
の
資
産
に
つ
い
て
記
載
さ
れ
た
部
分
を
い
つ
で
も
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
こ
の
閲
覧
は
、
納
税
義
務
者
本
人
、
納
税
義
務
者
と
同
世
帯

の
親
族
、
納
税
義
務
者
の
代
理
人
（
委
任
状
必
要
）
ま
た
は
納

税
管
理
人
の
方
が
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
ま
た
、借
地
人
・
借
家
人
は
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
う
ち
使
用

ま
た
は
収
益
の
対
象
と
な
る
部
分
に
つ
い
て
も
閲
覧
で
き
ま
す
。 

　
借
地
人
・
借
家
人
が
閲
覧
で
き
る
部
分
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

  

　
借
り
て
い
る
土
地
の
所
有
者
名
、
所
在
、
地
番
、
地
目
、
地

積
、
価
格
、
課
税
標
準
額 

  

　
借
り
て
い
る
家
屋
の
所
有
者
名
、
所
在
、
家
屋
番
号
、
種
類
、

構
造
、
床
面
積
、
価
格
及
び
そ
の
敷
地
で
あ
る
土
地
の
所
有
者

名
、
所
在
、
地
番
、
地
目
、
地
積
、
価
格
、
課
税
標
準
額 

  

　
窓
口
で
閲
覧
さ
れ
る
方
の
印
鑑
、
本
人
確
認
書
類
（
免
許
証
、

保
険
証
等
）
、
代
理
人
（
同
世
帯
の
親
族
を
除
く
）
の
方
は
委

任
状
、
借
地
人
・
借
家
人
の
方
は
、
賃
貸
物
件
の
明
記
さ
れ
た

契
約
書
等
利
害
関
係
が
わ
か
る
書
類 

  

　
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
価
格
に
つ
い
て
不
服
が

あ
る
納
税
者
は
、
福
崎
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
に
不
服

の
審
査
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
こ
の
審
査
の
結
果
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
価

格
が
固
定
資
産
評
価
基
準
に
照
ら
し
て
不
適
当
な
も
の
で
あ
る

こ
と
が
認
め
ら
れ
る
と
、
価
格
が
修
正
さ
れ
、
税
額
が
修
正
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

　
た
だ
し
、
土
地
の
場
合
は
税
負
担
の
調
整
措
置
を
講
じ
て
い

る
た
め
、
価
格
が
修
正
さ
れ
て
も
税
額
に
影
響
が
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。 

  

　
納
税
通
知
書
の
交
付
を
受
け
た
日
後
６０
日
ま
で
の
間
に
お
い

て
、
文
書
を
も
っ
て
審
査
の
申
し
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

    

　
家
屋
を
と
り
こ
わ
し
た
場
合
は
必
ず
こ
の
報
告
書
を
提
出
し

て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。
（
当
年
中
に
建
物
滅
失
の
登

記
を
す
ま
す
場
合
は
提
出
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
）
こ
の
報

告
書
に
は
、
と
り
こ
わ
し
業
者
の
証
明
及
び
と
り
こ
わ
し
後
の

現
況
写
真
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
一
部
と
り
こ
わ
し
の
場
合
は
、

と
り
こ
わ
し
面
積
と
残
存
面
積
が
わ
か
る
も
の（
平
面
図
な
ど
）

も
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
報
告
書
を
提
出
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
、
家
屋
を
と
り
こ
わ
し

て
い
る
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
固
定
資
産
税
が
賦
課
さ
れ
続
け
る

こ
と
も
起
こ
り
得
ま
す
の
で
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

    

　
相
続
、
売
買
、
贈
与
等
で
未
登
記
家
屋
の
所
有
者
が
変
わ
っ

た
場
合
に
は
、
こ
の
申
請
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。
登
記
を
し
て
い
る
家
屋
は
、
所
有
権
移
転
登
記
を
す

れ
ば
、
法
務
局
か
ら
の
通
知
で
把
握
で
き
、
所
有
者
を
変
更
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
未
登
記
家
屋
は
こ
の
申
請
書
を
提
出

し
て
い
た
だ
か
な
い
と
所
有
者
の
変
更
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

・
必
要
添
付
書
類 

①
相
続
　
遺
産
分
割
協
議
書
等
相
続
を
証
す
る
書
面
（
写
） 

　
　
　
　
印
鑑
証
明
書
（
相
続
人
全
員
） 

②
売
買
　
売
買
契
約
書
（
写
）
印
鑑
証
明
書
（
旧
名
義
人
） 

③
贈
与
　
贈
与
証
書
等
（
写
）
印
鑑
証
明
書
（
旧
名
義
人
） 

※
建
物
を
特
定
す
る
写
真
、
図
面
等
が
必
要
と
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。 

※
原
因
証
書
の
中
に
印
鑑
証
明
書
が
あ
る
場
合
は
、
印
鑑
証
明

書
を
別
途
添
付
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

※
町
外
在
住
の
方
が
①
〜
③
に
お
い
て
新
名
義
人
と
な
る
場
合
、

住
民
票
の
写
し
が
必
要
で
す
。 

縦
覧
の
で
き
る
範
囲
（
記
載
さ
れ
て
い
る
内
容
） 

借
　
地
　
人 

審
査
申
出
期
間 

と
り
こ
わ
し
家
屋
報
告
書 

借
　
家
　
人 

持
参
す
る
も
の 

縦
覧
期
間 

縦
覧
の
で
き
る
方 

持
参
す
る
も
の 

家
屋
を
と
り
こ
わ
し
た
場
合 

未
登
記
家
屋
名
義
変
更
申
請
書 

未
登
記
家
屋
の
名
義
を
変
更
し
た
場
合 

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧
に
つ
い
て 

固
定
資
産
税
に
お
け
る
縦
覧
の
お
知
ら
せ 

固
定
資
産
の
価
格
に
係
る
不
服
審
査
に
つ
い
て 

問
い
合
わ
せ
先
　
税
務
課
　
資
産
税
係 

（
内
線
３
４
４
・
３
４
５
・
３
４
６
） 

平
成
２７
年
度
は
評
価
替
え
の
年
で
す 
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平
成
２２
年
度
か
ら
始
ま
っ
た

三
木
家
住
宅
主
屋
の
修
理
工
事

は
、
５
年
目
と
な
り
ま
し
た
。 

 

　
１
年
目
は
、
表
門
と
厩
・
南

土
塀
の
一
部
を
解
体
し
ま
し
た
。

２
年
目
は
、
主
屋
の
解
体
工
事

を
実
施
し
ま
し
た
。
３
年
目
か

ら
は
、
組
立
工
事
に
着
手
し
、

軸
組
（
柱
や
梁
の
構
造
部
分
）

の
修
理
、
４
年
目
は
、
屋
根
の

垂
木
や
野
地
板
と
い
っ
た
造
作

材
の
修
理
や
大
屋
根
の
瓦
葺
き
、

土
壁
の
下
地
と
な
る
竹
小
舞
の

修
理
、
ま
た
、
一
部
、
床
下
の

発
掘
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。 

　
今
年
度
は
、
下
屋
の
瓦
葺
き
、

荒
壁
塗
り
、
床
板
や
床
の
間
、

書
院
な
ど
、
解
体
し
た
造
作
材

の
取
り
付
け
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
構
造
の
み
の
状
態
か
ら
、

元
の
家
ら
し
い
雰
囲
気
が
戻
っ

て
来
ま
し
た
。 

 

　
解
体
工
事
中
に
、
建
築
年
代

や
修
理
の
変
遷
、
技
法
な
ど
の

文
化
財
調
査
を
並
行
し
て
実
施

し
ま
し
た
。 

○
主
屋
の
建
築
年
代
が
宝
永
２

年（
１
７
０
５
）で
あ
っ
た
こ
と
。 

○
南
列
の
部
屋
は
、
建
築
当
初

は
２
室
し
か
な
く
、
元
文
２
年

（
１
７
３
７
）に
、「
中
の
ま
」「
か

み
の
ま
」
の
２
室
が
増
築
さ
れ

た
こ
と
。 

○
表
向
き
の
場（
ハ
レ
の
場
）と

内
向
き
の
場（
ケ
の
場
）を
分
け

る
、
跳
ね
上
げ
式
と
い
う
特
殊

な
建
具
で
結
界
が
あ
っ
た
こ
と
。 

　
以
上
は
、
こ
れ
ま
で
の
文
化

財
だ
よ
り
で
報
告
し
ま
し
た
。 

　
こ
れ
ら
の
調
査
結
果
を
ふ
ま

え
て
組
立
工
事
を
す
す
め
る
中

で
、
建
物
を
ど
の
時
代
に
設
定

し
、
ど
う
復
元
す
る
か
は
、
修

理
工
事
で
重
要
な
テ
ー
マ
で
す
。 

①
復
元
の
時
代
設
定 

　
主
屋
は
、
江
戸
の
大
庄
屋
の

時
代
か
ら
大
正
期
に
至
る
ま
で
、

三
木
家
の
お
か
れ
た
時
代
背
景

に
合
わ
せ
、
大
小
さ
ま
ざ
ま
な

変
遷
を
繰
り
返
し
て
来
ま
し
た
。 

　
大
庄
屋
時
代
に
復
元
す
る
こ

と
も
検
討
し
ま
し
た
が
、
一
方

で
、
柳
田
國
男
が
預
け
ら
れ
た

明
治
期
や
、
主
屋
に
付
属
す
る

大
正
期
の
上
質
な
湯
殿
を
失
う

こ
と
な
ど
を
考
え
る
と
、
三
木

家
が
活
躍
し
た
江
戸
時
代
か
ら

大
正
期
ま
で
の
変
遷
を
包
括
的

に
残
す
こ
と
が
、
建
物
の
歴
史

的
価
値
を
も
っ
と
も
高
め
る
こ

と
が
で
き
る
と
判
断
し
ま
し
た
。 

②
復
元
し
た
こ
と
、
し
な
か
っ

た
こ
と 

　
前
述
の
時
代
設
定
に
よ
り
、

次
の
よ
う
に
復
元
を
す
す
め
て

い
ま
す
。 

　
建
築
当
初
に
な
か
っ
た
、「
中

の
ま
」「
か
み
の
ま
」
の
２
室
は
、

残
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

　
跳
ね
上
げ
式
の
結
界
は
、
建

築
当
初
に
は
な
く
、
明
和
６
年 

（
１
７
６
９
）の
間
取
り
改
変
時

に
設
け
ら
れ
、
程
な
く
外
さ
れ

ま
し
た
。
民
家
に
前
例
の
な
い

興
味
深
い
技
法
で
す
が
、
２
次

的
な（
後
補
の
）改
変
で
、
一
時

期
的
な
も
の
だ
っ
た
た
め
、
復

元
し
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

　
改
修
さ
れ
た
台
所
は
、
聞
き

取
り
や
痕
跡
か
ら
、
旧
状
に
復

元
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

　
そ
の
ほ
か
構
造
補
強
、
電
気

や
給
排
水
、
消
防
設
備
の
整
備

を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
ら
の
現
状
変
更
は
、
兵

庫
県
文
化
財
保
護
条
例
に
基
づ

い
て
、
県
教
育
委
員
会
の
許
可

を
受
け
て
実
施
し
て
い
ま
す
。 

県指定文化財・三木家住宅　保存修理工事報告⑤ 県指定文化財・三木家住宅　保存修理工事報告⑤ 県指定文化財・三木家住宅　保存修理工事報告⑤ 

う
ま
や 

は
り 

た
る
き 

の
じ
い
た 

た
け
こ
ま
い 

げ
　
や 福

崎
町
文
化
財
だ
よ
り 

66

福
崎
町
教
育
委
員
会 

柳
田
國
男
・
松
岡
家
記
念
館 

神
崎
郡
歴
史
民
俗
資
料
館 

▲床下の耐震補強金物（耐震リング） ▲台所の復元のようす 
（間取りや床の高さを復元しています） 

▲左官中塗りのようす（西妻壁） ▲屋根修理のようす 
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歴
史
民
俗
資
料
館
だ
よ
り 

　
当
館
で
は
、
神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
地

域
連
携
セ
ン
タ
ー
と
共
同
し
、
地
域
の
歴
史
文
化
に

関
す
る
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
本
展
は
、
平
成
２６

年
度
に
実
施
し
た
調
査
（
現
地
調
査
や
聞
き
取
り
調

査
を
は
じ
め
、
柳
田

國
男
と
松
岡
家
に
関

す
る
調
査
）
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。 

　
企
画
展
開
催
中
、
手
づ
く
り
の
ひ

な
飾
り
を
集
め
た
「
み
ん
な
の
ひ
な

ま
つ
り
展
」
、
「
ふ
く
さ
き
歴
史
体

験
隊
写
真
展
」
も
開
催
し
ま
す
。 

同
時
開

同
時
開
催 

同
時
開
催 

神戸大学による調査のようす 

　
平
成
２７
年
（
２
０
１
５
）
は
、

柳
田
國
男
生
誕
１
４
０
年
と

い
う
記
念
す
べ
き
年
で
す
。 

　
そ
こ
で
、
本
展
で
は
『
故

郷
七
十
年
』
を
紹
介
し
ま
す
。 

　
國
男
や
松
岡
家
の
人
々
が
、

　
川
と
い
う
場
所
で
、
ど
の

よ
う
に
物
事
を
感
じ
、
成
長

し
た
の
か
を
貴
重
な
古
写
真

と
あ
わ
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

柳
田
國
男
記
念
館
だ
よ
り 

柳
田
國
男
の『
故
郷
七
十
年
』 

柳
田
國
男
生
誕
１
４
０
年
企
画
展 

大正１５年（１９２６）ごろの鈴ノ森神社 
（個人蔵） 

平成２６年度企画展 

【協力】神戸大学大学院人文学研究科地域連携センター 

― 入館無料　３月３１日（火）まで開催 ― 

左から國男、映丘、静雄 
（個人蔵） 

ひな飾りを当館で展示しませんか？
手づくりのひな飾りをお持ちの方は
ご連絡ください。　２２－５６９９ 

國男の証書　明治１３年（１８８０）４月 幼少期の國男 
（個人蔵） 

『故郷七十年』 
〔昭和３４年（１９５９）刊〕 

　『故郷七十年』は、國男が８５
歳のときに出版された本です。 
　國男はこの本で、自分自身
の半生をふり返り、福崎での
体験も記しています。 

『故郷七十年』 

〔宮崎修二朗『柳田國男アルバム原郷』 
　昭和６３年（１９８８）初版〕 

國男先生は、『故郷七十年』に記した自分の体
験を、役立ててほしいと願っていたみたいだよ。 

國男先生たちを写した貴
重な写真です。 
ぜひ見に来てね！ 

　
国
の
重
要
文
化
財
な
ど
、
多

数
の
文
化
財
を
所
蔵
す
る
神
積

寺
で
、
１
月
２４
日
、
姫
路
市
中

播
消
防
署
に
よ
る
消
防
大
訓
練

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
１

月
２６
日
の
文
化
財
防
火
デ
ー
に

あ
わ
せ
た
訓
練
で
、
お
寺
や
地

元
関
係
者
、
加
治
谷
分
団
員
な

ど
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
初
期
消
火
、
１
１
９
番
通
報
、

文
化
財
搬
出
、
避
難
誘
導
、
一

斉
放
水
な
ど
、
本
番
さ
な
が
ら

の
緊
張
感
あ
る
訓
練
と
な
り
ま

し
た
。 

　
文
化
財
は
焼
失
す
る
と
、
２

度
と
戻
っ
て
き
ま
せ
ん
。
地
域

み
ん
な
で
火
災
か
ら
文
化
財
を

守
り
、
後
世
へ
伝
え
て
い
き
ま

し
ょ
う
。 

神
積
寺
で
消
防
大
訓
練
！ 

入館無料 
3月31日（火） 

まで 　川界隈のようす 
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福
崎
町
立
柳
田
國
男
・
松
岡
家

記
念
館
で
は
、
柳
田
國
男
を
中
心

と
し
た
松
岡
五
兄
弟
を
顕
彰
し
て

い
ま
す
。
近
代
日
本
文
化
史
の
中

で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
兄
弟

で
す
が
、
今
回
は
末
弟
の
松
岡
映

丘
（
１
８
８
１
〜
１
９
３
８
）
に 

つ
い
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

　
松
岡
映
丘（
本
名
輝
夫
）は
、
明

治
１４
年
（
１
８
８
１
）
に
播
磨
北

部
の
神
東
郡
西
田
原
村
　
川（
現
、

兵
庫
県
神
崎
郡
福
崎
町
西
田
原
）

の
旧
家
・
松
岡
家
の
末
子
と
し
て

生
ま
れ
ま
し
た
。
兄
に
は
医
師
で

歌
人
・
国
文
学
者
の
井
上
通
泰（
松

岡
泰
蔵
）、
民
俗
学
者
の
柳
田
國

男
な
ど
、
近
代
日
本
の
学
問
や
文

学
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
人
物

が
い
ま
す
が
、
映
丘
の
興
味
は
絵

画
―
と
り
わ
け
武
者
絵
―
へ
と
向

か
い
ま
す
。
９
歳
の
時
に
福
崎
を

離
れ
上
京
し
た
映
丘
は
、
兄
で
あ

る
通
泰
の
も
と
に
治
療
に
通
っ
て

い
た
縁
か
ら
、
当
時
、
東
京
美
術

学
校
教
授
で
あ
っ
た
橋
本
雅
邦
に

１５
歳
の
頃
か
ら
師
事
し
ま
す
。
し

か
し
、
し
ば
ら
く
す
る
と
雅
邦
の

も
と
を
離
れ
、
明
治
３０
年（
１
８

９
７
）に
住
吉
派
の
画
家
、
山
名

貫
義
に
入
門
、
本
格
的
に
大
和
絵

の
技
法
や
有
職
故
実
な
ど
を
研
究

す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
雅
邦
は
、

江
戸
時
代
に
武
家
に
重
用
さ
れ
た

漢
画
系
画
派
で
あ
る
狩
野
派
の
流

れ
を
汲
み
、
硬
質
な
筆
法
を
特
徴

と
す
る
一
方
、
山
名
貫
義
の
流
派

で
あ
る
住
吉
派
は
装
飾
的
で
優
美

な
線
描
を
基
本
と
す
る
大
和
絵
系

の
画
派
で
す
。
幼
少
期
に
狩
野
派

の
修
行
を
す
ぐ
に
捨
て
て
大
和
絵

の
修
行
へ
と
移
っ
た
こ
と
は
、
後

の
活
動
へ
の
展
開
を
感
じ
さ
せ
る

も
の
で
あ
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。 

　
そ
の
後
、
明
治
３２
年（
１
８
９

９
）に
、
映
丘
は
東
京
美
術
学
校

に
入
学
、
川
端
玉
章
や
寺
崎
広
業

の
指
導
を
受
け
る
と
と
も
に
、
小

堀
鞆
音
ら
の
「
歴
史
風
俗
画
会
」

に
参
加
し
、
さ
ら
に
古
典
や
有
職

故
実
の
研
究
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

大
正
元
年
（
１
９
１
２
）
の
第
６

回
文
展
に
お
い
て
「
宇
治
の
宮
の

姫
君
た
ち
」
が
初
入
選
す
る
と
、

以
後
、
官
展
を
舞
台
に
活
動
し
、

大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
の
大
和

絵
の
復
興
に
大
き
な
役
割
を
果
た

し
ま
し
た
。
映
丘
の
主
導
し
た
濃

密
で
鮮
や
か
な
色
彩
を
特
徴
と
し

た
絵
画
様
式
は
昭
和
初
期
の
画
壇

を
一
時
風
靡
す
る
に
至
り
ま
す
。

そ
の
後
、
昭
和
１０
年（
１
９
３
５
）

に
、
映
丘
は
門
下
の
画
家
を
糾
合

し
て
「
国
画
院
」
と
い
う
美
術
団

体
を
結
成
し
ま
す
が
、
第
１
回
展

に
出
品
し
た
の
み
で
昭
和
１３
年 

（
１
９
３
８
）
に
５８
歳
で
生
涯
を

閉
じ
ま
す
。 

　
映
丘
の
画
家
と
し
て
の
功
績
は

「
大
和
絵
の
近
代
的
再
生
」
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
江
戸
時
代
、

武
家
で
は
狩
野
派
が
重
用
さ
れ
て

い
た
こ
と
は
前
述
し
た
通
り
で
す
。

室
町
時
代
に
中
国
水
墨
画
の
筆
法

を
基
盤
と
し
て
興
隆
し
た
狩
野
派

は
、
桃
山
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に

か
け
て
時
の
権
力
者
と
の
結
び
つ

き
を
強
め
て
い
き
ま
す
。
そ
の
一

方
で
、
平
安
時
代
の
絵
巻
物
な
ど

の
様
式
を
受
け
継
ぐ
大
和
絵
の
流

派
で
あ
る
土
佐
派
は
、
や
や
不
遇

な
立
場
に
甘
ん
じ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
明
治
時
代
に
は
、
流
派
の

垣
根
を
越
え
た
絵
画
が
求
め
ら
れ
、

そ
う
し
た
中
で
伝
統
的
な
大
和
絵

の
様
式
は
時
代
か
ら
と
り
残
さ
れ

つ
つ
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
状

況
の
中
、
大
和
絵
の
エ
ッ
セ
ン
ス

が
近
代
日
本
画
の
中
に
再
生
し
、

画
壇
を
風
靡
す
る
運
動
に
ま
で
成

長
し
て
い
っ
た
こ
と
は
、
映
丘
の

力
に
よ
る
部
分
が
大
き
い
の
で
す
。 

　
し
か
し
、
こ
こ
で
重
要
な
こ
と

は
、
映
丘
の
功
績
は
「
大
和
絵
の

近
代
的
再
生
」
で
あ
っ
て
単
な
る

懐
古
的
な
再
現
で
は
な
い
こ
と
で

す
。
つ
ま
り
、
映
丘
は
大
和
絵
を

伝
統
的
な
姿
そ
の
ま
ま
で
は
な
く
、

リ
フ
ォ
ー
ム
す
る
形
で
復
活
さ
せ

た
と
言
え
ま
す
。
例
え
ば
、
柳
田

國
男
・
松
岡
家
記
念
館
所
蔵

の
「
太
平
楽
」
（
写
真
１
）

で
は
、
人
物
の
鎧
が
非
常
に

鮮
や
か
な
赤
で
描
か
れ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
色
彩
の
強

度
は
江
戸
時
代
以
前
の
大
和

絵
に
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い

も
の
で
す
。
ま
た
、
大
和
絵

の
色
彩
感
覚
を
生
か
し
た
純

粋
な
風
景
表
現
を
打
ち
出
し
た
こ

と
も
、
伝
統
的
な
大
和
絵
に
は
見

ら
れ
な
い
映
丘
芸
術
の
特
徴
で
す
。

姫
路
市
立
美
術
館
所
蔵
の
「
春
の

山
」
（
写
真
２
）
は
そ
う
し
た
風

景
画
の
優
品
と
言
え
ま
す
。 

　
柳
田
國
男
・
松
岡
家
記
念
館
に

は
、
映
丘
の
こ
う
し
た
制
作
活
動

を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
画
稿

が
多
く
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
奈
良
県
立
万
葉
文
化
館
で
は

今
年
の
３
月
２１
日
か
ら
５
月
１０
日

ま
で
の
期
間
に
「
松
岡
映
丘 

― 

古

典
美
の
再
興
―
」
と
題
し
た
展
覧

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
機
会

に
、
映
丘
作
品
に
触
れ
、
そ
の
す

ば
ら
し
さ
を
感
じ
て
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。 

第８話 

〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜

〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜 

〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜 

奈
良
県
立
万
葉
文
化
館
　
学
芸
員
　
　
安
永
幸
史 

松
岡
映
丘
の
生
涯
と
功
績 

た
い
ぞ
う 

が
ほ
う 

し
　
じ 

つ
ら
よ
し 

ゆ
う
そ
く
こ
じ
つ 

ふ
う
び

 

こ
う
り
ゅ
う 

き
ゅ
う
ご
う 

よ
ろ
い 

か
の
う
は

 

か
わ
ば
た
ぎ
ょ
く
し
ょ
う 

こ
う
ぎ
ょ
う 

こ 

ぼ
り
と
も
と

 

や
ま
と
え

 

１３ 

写真1 
松岡映丘「太平楽」 
１９２８年　記念館所蔵 

写真２ 
松岡映丘「春の山」１９２２年 
姫路市立美術館所蔵 

お詫びと訂正　広報２月号１５ページに掲載した「大庄屋三木家
よもやま話第８６話」掲載資料の日付けに誤りがありました。正
しくは「大正１２年３月３１日付」です。お詫びし訂正します。 

（社会教育課） 



開
館
時
間 

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
３０
分 

休
館
日 

　
月
曜
日
、
祝
日
の
翌
日
、
１２
月

　
２８
日
〜
１
月
４
日 

入
館
料
　
無
料 

交
通
　
Ｊ
Ｒ
播
但
線
で
福
崎
駅
下

車
、
徒
歩
約
３０
分
、
ま
た
は
バ

ス
・
タ
ク
シ
ー
を
利
用
。 

　
車
は
播
但
連
絡
道
路
・
中
国
自

動
車
道
で
福
崎
I.C
か
ら
約
５
分
、

ま
た
は
国
道
３１２
号
線
を
利
用
。 

福
崎
町
文
化
財
だ
よ
り 

発
行
　
平
成
２７
年
３
月
５
日 

　
・
福
崎
町
教
育
委
員
会 

　
　
　
福
崎
町
南
田
原
３１１６
の
１ 

　
　
　
　
０
７
９
０
○
０
５
６
０ 

　
・
柳
田
國
男
・
松
岡
家
記
念
館 

　
・
神
崎
郡
歴
史
民
俗
資
料
館 

　
　
　
福
崎
町
西
田
原
１０３８
の
１２  

　
　
　
　
０
７
９
０
○
１
０
０
０ 

　
　
　
　
　
　
　
　
（
記
念
館
） 

　
　
　
　
０
７
９
０
○
５
６
９
９ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
歴
民
） 

66
２２ ２２ ２２ 

利
用
案
内 

柳
田
國
男
・
松
岡
家
記
念
館 

歴
史
民
俗
資
料
館 

１
万
人
目
の
来
館
者 

上
延
晴
正
さ
ん（
姫
路
市
） 

近
藤
会
美
さ
ん（
加
古
川
市
） 

資料館 

記念館 

資料館 

記念館 

　
歴
史
民
俗
資
料
館
、
柳
田
國
男
・

松
岡
家
記
念
館
の
年
間
来
館
者
が
、

今
年
度
、
と
も
に
１
万
人
を
超
え

ま
し
た
。
１
万
人
を
超
え
た
の
は
、

資
料
館
は
昭
和
５７
年
の
開
館
以
来

は
じ
め
て
、
記
念
館
は
１７
年
ぶ
り

の
こ
と
で
す
。 

　
１
万
人
目
の
来
館
者
に
は
、
　

寄
教
育
長
か
ら
記
念
品
を
贈
呈
し
、

１
万
人
突
破
を
祝
い
ま
し
た
。 

　
こ
れ
を
機
に
、
い
っ
そ
う
み
な

さ
ん
に
親
し
ま
れ
る
博
物
館
を
め

ざ
し
ま
す
。 

　
歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
戦
争
の
記
憶
・

悲
惨
さ
を
風
化
さ
せ
ず
、
平
和
の
尊
さ
を
後

世
に
伝
え
て
い
く
た
め
、
開
館
当
初
か
ら
戦

争
関
連
資
料
を
収
集
・
保
存
し
て
い
ま
す
。 

　
平
成
２７
年
は
、
終
戦
か
ら
７０
年
を
迎
え
ま

す
。
こ
の
節
目
の
年
に
あ
た
り
、
残
さ
れ
た

資
料
を
と
お
し
て
、
戦
時
中
の
福
崎
の
人
々

の
く
ら
し
に
焦
点
を
あ
て
た
特
別
展
を
企
画

し
て
い
ま
す
。 

　
年
々
、
戦
争
体
験
者
が
少
な
く
な
り
、
資

料
が
処
分
さ
れ
た
り
、
散
逸
し
た
り
し
て
い

ま
す
。
昭
和
の
初
め
か
ら
昭
和
２０
年
こ
ろ
の

福
崎
町
に
関
係
す
る
も
の
で
、
戦
時
中
の
生

活
の
よ
う
す
や
戦
争
に
関
わ
る
資
料
、
写
真

等
を
お
持
ち
の
方
は
、
資
料
館
（
　
２２
・
５

６
９
９
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

防空ずきん､国民服､もんぺ､ 
陶製代用品、軍事郵便、 
衣料切符等 

生活に関する資料 

教育に関する資料 

その他 

出征・軍隊生活に関する資料 

召集令状（赤紙）、出征のぼり、 
軍服・兵士の装備品等 

墨塗り教科書、国民学校関係等 

古写真、ポスター・チラシ等 

市
　
川 

《付近見取図》 

P

福
崎
駅 

←
山
崎
へ 

→
甘
地
へ 

健
康
福
祉 

　
事
務
所 

老
人
ホ
ー
ム 

柳
田
生
家 三木家 

もちむぎの 
　　やかた 

交
番 

町
民
第
一 

グ
ラ
ン
ド 

記
念
館 

→
北
条
へ 

福崎IC

新
町
信
号 文 

郵便局 

高
速
道
路
出
口 

生
野
へ
↑ 

国
道
３
１
２
号 

播
但
連
絡
道
路 

中　国　自　動　車　道 

姫路へ↓ 

資料館 

←
姫
路
へ
 

福崎町役場 

バ
ス 

　

ロ
ー
タ
リ
ー 

N

P

一方通行 

　
川
北
信
号 

　川　川 
バス停バス停 
　川 
バス停 
　
川
信
号 
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申し込み・問い合わせ先　《福崎町役場　住民生活課　　22－0560　内線373》 

●くみ取りカレンダーにそって計画収集をします。計画収 
　集を希望する方は、役場へお申し込みください。その際 
　は印鑑をご持参ください。（計画収集の方を優先します 
　ので、随時で申し込みの方は、遅れる場合があります。） 
●くみ取り手数料は、必ずくみ取り券で支払ってください。 
●収集の当日は、バケツ２～３杯の水を用意し、作業がし 
　やすいようにしてください。 
●計画収集の変更・中止をする場合は、必ず役場で手続き 
　をしてください。その際は印鑑をご持参ください。 

平成27年度 し尿くみ取りカレンダー 

地
　
区
　
名 

４
月 

５
月 

６
月 

７
月 

８
月 

９
月 

１０
月 

１１
月 
１２
月 
１
月 

平
成
２８
年 

２
月 

３
月 

長
目
・
上
中
島
・
西
光
寺
・

八
反
田
・
西
野
・
西
野
野
垣
内 

井
ノ
口
・
北
野
・
加
治
谷
・
亀
坪 

中
　
島
　
・
　
吉
　
田 

田
　
　
尻 

大
　
　
門 

馬
　
　
田 

新
　
　
町 

山
　
　
崎 

駅
　
　
前 

福
　
　
田 

田
口
・
板
坂
・
桜
・
長
野
・
神
谷 

西
谷
・
西
治
・
北
ノ
岡
団
地
・
高
橋 

南
大
貫
・
東
大
貫
・
西
大
貫
・ 

余
田
・
小
倉
・
庄
・
鍛
治
屋
　 

1（水） 

1（金） 

1（月） 

1（水） 

3（月） 

1（火） 

1（木） 

2（月） 

1（火） 

4（月） 

1（月） 

1（火） 

2（木） 

7（木） 

2（火） 

2（木） 

4（火） 

2（水） 

2（金） 

4（水） 

2（水） 

5（火） 

2（火） 

2（水） 

3（金） 

8（金） 

3（水） 

3（金） 

5（水） 

3（木） 

6（火） 

5（木） 

3（木） 

6（水） 

3（水） 

3（木） 

6（月） 

11（月） 

5（金） 

7（火） 

6（木） 

4（金） 

7（水） 

6（金） 

4（金） 

7（木） 

4（木） 

4（金） 

7（火） 

12（火） 

8（月） 

8（水） 

7（金） 

8（火） 

8（木） 

9（月） 

8（火） 

8（金） 

5（金） 

7（月） 

9（木） 

14（木） 

9（火） 

9（木） 

10（月） 

9（水） 

9（金） 

10（火） 

9（水） 

12（火） 

9（火） 

9（水） 

10（金） 

15（金） 

11（木） 

10（金） 

11（火） 

10（木） 

13（火） 

11（水） 

10（木） 

13（水） 

10（水） 

10（木） 

14（火） 

18（月） 

12（金） 

14（火） 

12（水） 

11（金） 

14（水） 

12（木） 

14（月） 

14（木） 

12（金） 

11（金） 

15（水） 

19（火） 

15（月） 

15（水） 

17（月） 

14（月） 

15（木） 

13（金） 

15（火） 

15（金） 

16（火） 

15（火） 

27（月） 

28（木） 

26（金） 

29（水） 

27（木） 

28（月） 

28（水） 

26（木） 

25（金） 

27（水） 

26（金） 

29（火） 

28（火） 

29（金） 

29（月） 

30（木） 

28（金） 

29（火） 

29（木） 

27（金） 

28（月） 

28（木） 

29（月） 

30（水） 

17（金） 
20（月） 
20（水） 
21（木） 
16（火） 
18（木） 
16（木） 
17（金） 
18（火） 
19（水） 
15（火） 
16（水） 
19（月） 
20（火） 
17（火） 
18（水） 
16（水） 
17（木） 
18（月） 
19（火） 
18（木） 
19（金） 
16（水） 
17（木） 

21（火） 
22（水） 
22（金） 
25（月） 
19（金） 
23（火） 
22（水） 
23（木） 
20（木） 
21（金） 
17（木） 
18（金） 
21（水） 
22（木） 
19（木） 
20（金） 
18（金） 
21（月） 
21（木） 
22（金） 
22（月） 
23（火） 
22（火） 
23（水） 

23（木） 
24（金） 
26（火） 
27（水） 
24（水） 
25（木） 
24（金） 
27（月） 
25（火） 
26（水） 
24（木） 
25（金） 
26（月） 
27（火） 
24（火） 
25（水） 
22（火） 
24（木） 
25（月） 
26（火） 
24（水） 
25（木） 
25（金） 
28（月） 

＊くみ取り券販売所＊ 
●福崎町役場（町金庫） 
●兵庫西農協（福崎支店・福崎東支店） 
●みなと銀行福崎支店　　　●但馬銀行福崎支店 
●播州信用金庫福崎支店　　●但陽信用金庫福崎支店 
●姫路信用金庫福崎支店 

　
　
　
川 

中島 
　川 
庄 
 

マツヤ書房 
靴とはきもの 木村屋 
牛尾商店 

駅前 
山崎 

パナハウスごとう電化 
楠田商店 

１５ 



１６ 

平成27年度 

学童保育園のご案内 
平成27年度 

学童保育園のご案内 
　福崎町では、学校や地域の協 

力を得て学童保育園を開設し、 

留守家庭児童の保護・健全育成 

を図っています。年齢の異なっ 

た子どもたちが家庭的な雰囲気 

のなかで、仲良く協力しながら 

放課後を過ごすことを目的としています。 

 

開設場所 

　・・福崎西部学童保育園（福崎・高岡小学校区対象） 

　　　福崎小学校北校舎　１階空き教室 

　・・福崎東部学童保育園（田原・八千種小学校区対象） 

　　　田原小学校体育館北 

※土曜日は、事前に希望がある場合のみ、全小学校区

対象に福崎東部学童保育園で実施します。 

対象児童　町内の留守家庭の小学生 

開園日時　日曜日・祝日・年末年始等を除く毎日 

　　　　　・・平日：学校終了後～１８：００ 

　　　　　・・授業のない日：８：００～１８：００ 

負 担 金　月額６，０００円 

通園方法 

田原・福崎小学校の児童は徒歩。八千種・高岡

小学校の児童は学童保育園まで送ります。 

　　※帰りと授業のない日の送迎は保護者でお願い

　　　します。 

申請方法　印鑑を持参して学校教育課へ 

問い合わせ先　教育委員会　学校教育課（内線２５１） 

食 育 通 信 
～みんなで食育を実践しよう～ 

　サルビア保育園では、「栽培・収穫体験を通し、
食への関心を高め、さまざまな食べ物を進んで食
べる子どもを育てる」を目標に食育に取り組んで
きました。 
　５歳児は、お米作りに挑戦しました。いつもは
当たり前のように食べているお米ですが、「どのよ
うにして作られているのかな？」と思い、土づく
りから始めました。バケツをのぞいては、「少し大
きくなった。」「おいしいお米やから、カエルが泳
いでるんや。」と喜び、稲が伸びてくると、「早く
食べたい。」と収穫を楽しみにしていました。収穫
したお米を精米し、自分たちでおにぎりにして食
べました。 
　お米作りを体験
して、食べ物の大
切さや長い月日を
かけて作ってくだ
さっている方々へ
の感謝の気持ちを
持つことができま
した。 

サルビア保育園の取り組み 
お米作りに挑戦！ 

▲お米を収穫 

▲ご飯が炊けたにおいっていいにおい 

各種の相談事業（定例分） 各種の相談事業（定例分） 

サルビア会館でさまざまな相談を受けていますので 

ご利用ください。　　　　　　　　　　　　　　　 

母子相談 
　毎月第2月曜日　10:30～15:00 

　※祝日の場合は翌日に変更 

　（担当＝健康福祉課・内線364） 

 
行政相談 
　毎月第3水曜日　13:00～15:00 

　（担当＝総務課・内線221） 

人権相談 

　毎月第3水曜日　10:00～15:00 

　（担当＝住民生活課・内線374） 

 

なやみごと相談 

　毎月第1・3水曜日　13:00～15:00 

　（担当＝社会福祉協議会・　○0300） 23

　毎週金曜日は午後７時１５分まで窓口業務を

延長して行っています。 

　対応業務は、住民票、戸籍、 

印鑑証明書、所得証明書の交 

付です。 

＊住民異動、印鑑登録は除く。 

住民生活課窓口からのお知らせ 



日　時　４月２１日（火）１０：００～１１：３０ 
場　所　文化センター１階　和室 
おやつ　よもぎのおはぎともちむぎ茶 
※食物アレルギーのある方は申込時にお知らせください。 
※おやつ代として一人５０円が必要です。 
申込締切　４月１７日（金） 
　同じお部屋で託児をします。お茶を飲みながら、
しばしリフレッシュしませんか？ 

（問い合わせ先：ともだちひろば） 

みんなに、て・め・ことばをかけてもらって 
子育てできるといいな… 

おんがくあそびの会【ドレミ】 
３月１２日（木）・４月９日（木）１０：００～１１：００ 
　八千種研修センター 
　季節の歌を歌ったり、音に合わせてリズム遊び、身体
遊びなどを楽しみます。 
絵本とおはなしの会【ぐりとぐら】 
４月２日（木）１０：００～１０：４０　文化センター　２階　和室 
　わらべうた・絵本の読み聞かせ・パネルシアターなど、
いっしょに楽しみます。 

（問い合わせ先：ともだちひろば） 

「あそびのひろば」　（※申込不要） 

★子育て情報は福崎町ホームページでもご覧になれます。アドレスhttp://www.town.fukusaki.hyogo.jp
★おひさまらんど、にこにこひろばでは、幼児園園庭でも遊べます。（受付必要。４月は除きます。） 

ともだちひろば 
（西部子育て学習センター） 
火～金曜日　９：００～１６：００ 

 
文化センター2階 

　22－7830　FAX22－2561

おひさまらんど 
（福崎子育て支援センター） 
月～金曜日　９：００～１７：００ 
　　土曜日　９：００～１２：００ 

福崎幼児園内 
　22－2308　FAX22－2313

にこにこひろば 
（東部子育て学習センター） 
月～木曜日　９：００～１６：００ 

 
田原幼児園内 

　22－1058　FAX22－1058

子育て支援に関することは Eメール ko-shien@town.fukusaki.ne.jp

毎月第３火曜日　１０：００～１４：００ 
３月１７日（火）・４月２１日（火） 
場所：文化センター　２階　和室 
個別相談員：大内和惠 
※申込は下記の３施設で受付します。 

個別相談 

　ともだちひろばでは、さまざまな活動に参加でき

る子育て中の親子を募集します。いろいろなあそび、

交流、子育てについての学習、情報交換などを通し

て、いっしょに考え、楽しく子育てしませんか？ 

対　　象　町内在住の０歳から就園前の子どもと保護者 

活動日時　平成２７年４月～平成２８年３月 

　　　　　火～金曜日の月数回　１０：００～１１：３０ 

活動場所　文化センター２階　ともだちひろば　ほか 

申込方法　申込用紙はともだちひろばにあります。必

要事項を記入のうえ、お申し込みください。 

申込締切　３月２０日（金） 

平成２７年度 
西部子育て学習センター（ともだちひろば）の 

親子活動に参加しませんか？ 

　木の芽のふくらみ、花のつぼみに柔らかな春の
気配を感じながら、お友だちといっしょにお散歩
に出かけ、楽しい時間を過ごしませんか？ 
日　時　３月１８日（水）・２４日（火）　１０：００～１１：３０ 
　　　　※予備日：３月３０日（月） 
場　所　鈴ノ森神社（にこにこひろば集合） 
対　象　未就園の子どもとその保護者 
持ち物　お茶 
申込先　にこにこひろば 
※にこにこひろばから鈴 
　ノ森神社まで歩き、帰 
　ってきます。 
　（ベビーカー可） 

　お子さんと遊びながら、子育ての悩みを話したり
情報交換をしたりして、ゆっくり楽しんでください。 

 
時　間 
　１０：００～１１：３０ 
　駐車場はあります。 
持ち物　お茶 

申込先　おひさまらんど 
※現地集合・現地解散で、雨天の場合は中止とな
ります。不明な点は、おひさまらんどにお問い
合わせください。 

日　程 

４月１３日（月） 

４月１７日（金） 

４月２０日（月） 

実 施 場 所 

　川山公園（　川） 

スポーツ公園（福田） 

市川河川公園（新町） 

１７ 



　最近、ダンボールに生ごみを入
れてごみステーションに出してい
るケースを見かけます。ダンボー
ルに生ごみを入れると、水分がに
じみ出てごみステーションが不衛
生になり、悪臭の発生源にもなり
ます。 
　福崎町の可燃ごみ用の袋を使用
し、上部をしっかりしばって
出してください。 
　ごみ出しのマナーを守り、
清潔で快適な環境づくりを心
がけましょう。 

（住民生活課） 

農業委員会

農業委員会 
だより 

　全国的な耕作放棄地の増加が問題となり、また、高齢化などによって地

域農業の担い手が減少しています。このようななかで担い手への農地集積

を進めていくには、農地情報の積極的な活用をさらに進めていく必要があ

ることから、農地台帳の作成・公表が法律で義務付けられました。 

　この法律にもとづき、農業委員会等が農地情報を公表するた

めの仕組みとして、平成２７年４月から、全国農業会議所がイン

ターネットを活用した「農地情報公開システム」を開始します。 

　これは、「どれぐらいの農地がどこにあるのか」という、面

積や地番などの基本的情報を誰でもインターネット上の地図で

見ることができるシステムです。公表されるのは、市街化区域

を除き、すべての農地です。 

　ただし、インターネット上で公表されるのは「地番」や「面積」、

「貸し借りの状況」や「貸付に関する所有者の意向」で、農地

所有者や耕作者の氏名・住所は公表されません。 

　また、農地の地番を特定して農業委員会の窓口で閲覧申請を

すれば、地番や面積のほか、所有者や耕作者の氏名を確認する

ことができるようになりますが、住所は公開されません。 

農地情報の公開について 

問い合わせ先　　　　　　　　　　　　　　　　 
　福崎町農業委員会（農林振興課内・内線３１３） 

１８ 

中心点 区画 番地 1
●地目、面積 
●遊休農地の措置の実施状況 
●貸付に関する所有者の意向 
●農振法、都市計画法等の区分区域 
●その他 

田○○○㎡ 
なし 
貸したい 
農振農用地 
○○○○○○ 

　冬は、麦の収穫量を大
きく左右する分げつ期に
あたります。 
　根元付近から新芽がの
びてきています。この時
期から、麦の根元では幼
穂が形成されています。 
（２月１９日撮影） 

「分げつするもち麦」 「分げつするもち麦」 

　適正な分げつ数の確保
と幼穂の発育を図ります。
１回目の追肥は１月下旬
～２月上旬、２回目は２
月下旬～３月上旬です。
葉の色や生育の状況にあ
わせて調整します。 

（２月２日撮影） 

「追肥」 「追肥」 



文
珠
荘
か
ら
の
お
知
ら
せ 

★
施
設
利
用
に
つ
い
て 

　
宿
泊
の
み
の
利
用
も
可
能
と
な

り
ま
し
た
。
一
人
で
も
宿
泊
し
て

い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。 

★
定
休
日
は
毎
水
曜
日
で
す
。 

★
臨
時
休
館
日 

　
　
３
月
１７
日（
火
） 

　
　
４
月
２１
日（
火
） 

　
　
５
月
１９
日（
火
） 

　
　
６
月
１６
日（
火
） 

★
予
約
申
込
は
、
利
用
日
の
属
す

る
月
の
２
か
月
前
の
初
日
か
ら
予

約
で
き
ま
す
。
（
６
月
中
の
利
用

は
４
月
１
日
か
ら
の
予
約
と
な
り

ま
す
。
） 

★
風
呂
の
み
の
利
用
者
は
、
午
前

１０
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
に
入
館

し
て
く
だ
さ
い
。
タ
オ
ル
は
各
自

ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

★
文
珠
荘
へ
は
、
巡
回
バ
ス
の
利

用
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

　
文
珠
荘
　
　
２２
・
４
０
５
１ 

（
健
康
福
祉
課
） 

「
こ
こ
ろ
の
病
家
族
教
室
」 

　
精
神
障
が
い
者
へ
の
正
し
い
理

解
を
深
め
、
精
神
障
が
い
者
や
そ

の
家
族
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る

地
域
社
会
を
め
ざ
し
「
こ
こ
ろ
の

病
家
族
教
室
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。 

日
時
　
３
月
１５
日（
日
） 

　
　
　
１３
時
３０
分
〜
１６
時 

場
所
　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
小
ホ
ー
ル 

内
容
　
精
神
科
訪
問
看
護
事
業
所

の
紹
介 

定
員
　
６０
人 

※
関
心
の
あ
る
方
は
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
。 

主
催
　（
公
社
）兵
庫
県
精
神
福
祉

家
族
会
連
合
会
・
兵
庫
県 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
　
中
播
磨
峰
の
会 

　
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
２２
・
７
５
３
７ 

  

巡
回
バ
ス
停
留
所

移
転
の
お
知
ら
せ 

　
４
月
１
日
か
ら
西

治
（
北
ノ
岡
）
停
留

所
を
移
転
し
ま
す
。

そ
れ
に
伴
い
、
時
刻

表
も
改
正
さ
れ
ま
す
。 

　
な
お
、
４
月
以
降

の
時
刻
表
は
３
月
中

旬
の
区
長
文
書
で
各

戸
配
布
し
ま
す
。 

（
健
康
福
祉
課
） 

１９ 

お知らせ 

information

兵庫県議会議員選挙 
投 票 日　4月12日（日） 
投票時間　7：00～20：00

期間：４月４日（土）～１１日（土） 

時間：８：３０～２０：００ 

場所：役場　１階 

期日前投票 
　投票日当日、仕事・買物・レジャーなどの予定が 

ある方は期日前投票をすることができます。 

　今回、福崎町で投票できる人は、平成７年４月

１３日以前に生まれ、平成２７年１月２日以前から引

き続き福崎町内に住所がある方です。 

　詳しくは、選挙管理委員会へお問い合わせくだ

さい。 
観光協会「観桜会」 
開催のお知らせ 
観光協会「観桜会」 
開催のお知らせ 
観光協会「観桜会」 
開催のお知らせ 

　春の昼さが

りに桜の花を

見ながら、琴

や和太鼓の演

奏を楽しんで

みませんか。

ぜひお越しく

ださい。 

■日時　４月１１日（土）１３:００～１５:００（雨天中止） 

■場所　桜児童ふれあい広場（福田９９６－１８） 

■内容　各種演奏、お茶席（無料・先着３００人） 

※詳しくは、福崎町観光協会ホームページをご

覧ください。 福崎町選挙管理委員会（総務課内・内線２２１） 

公
園 

第
１
老
人 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス 

中国自動車道 ←岡山方面 大阪方面→ 

県道三木宍粟線 

4月以降 
停留所 

GS

N

コ
ン
ビ
ニ 

西治北ノ岡団地周辺図 



合
氣
道
協
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
第
２１
回
ふ
れ
あ
い
合
氣
道
教

室
」
参
加
者
募
集
！ 

　
幼
児
・
小
学
生
を
対
象
に
、
ま

た
親
子
で
体
験
で
き
る
無
料
講
習

会
を
開
催
し
ま
す
。 

　
合
氣
道
は
心
と
体
を
鍛
え
る
武

道
で
す
。
学
校
生
活
に
必
要
な
集

中
力
・
協
調
性
も
養
わ
れ
、
ま
た

健
康
増
進
に
大
い
に
役
立
ち
ま
す
。 

　
多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。 

日
時
　
３
・
４
月
の
毎
週
土
曜
日

　
　
　
１５
時
〜
１７
時 

場
所
　
第
１
体
育
館 

ス
ポ
ー
ツ 

２０ 

狂犬病予防注射 犬の登録と予防注射は飼主の義務です 

１３：００～１３：０５ 

１３：１０～１３：１５ 

１３：２０～１３：３０ 

１３：３５～１３：４０ 

１３：５０～１４：００ 

１４：１０～１４：２０ 

１４：３５～１４：４５ 

１４：５５～１５：０５ 

１５：１０～１５：２０ 

１５：２５～１５：３０ 

吉 田 公 民 館  

八 反 田 公 民 館  

長 目 公 民 館  

中 島 公 民 館  

上 中 島 公 民 館  

西 光 寺 公 民 館  

田 尻 公 民 館  

大 門 公 民 館  

加 治 谷 公 民 館  

亀坪いこい会館 

期日 

４/６ 
（月） 

時　　間 場　　所 

１３：００～１３：０５ 

１３：１５～１３：２５ 

１３：３０～１３：４０ 

１３：５０～１４：００ 

１４：１５～１４：２５ 

１４：３５～１４：４０ 

１４：５０～１５：００ 

１５：１０～１５：２０ 

１５：３０～１５：４０ 

西 野 公 民 館  

北 野 公 民 館  

井ノ口 公 民 館  

山 崎 公 民 館  

福 田 公 民 館  

北ノ岡団地集会所 

順教寺下広場（西谷） 

西 治 公 民 館  

高 橋 公 民 館  

期日 

４/９ 
（木） 

時　　間 場　　所 

１３：００～１３：０５ 

１３：１５～１３：２５ 

１３：３５～１３：４０ 

１３：４５～１３：５０ 

１３：５５～１４：００ 

１４：０５～１４：１５ 

１４：２０～１４：３０ 

１４：４５～１４：５５ 

１５：０５～１５：１０ 

１５：２０～１５：３０ 

１５：４０～１５：５０ 

期日 

４/７ 
（火） 

時　　間 場　　所 

１３：００～１３：１０ 

１３：２０～１３：３０ 

１３：４０～１３：５０ 

１４：００～１４：１０ 

１４：２０～１４：３０ 

１４：４５～１４：５０ 

１５：００～１５：１０ 

１５：２０～１５：３０ 

西 大 貫 公 民 館  

東 大 貫 公 民 館  

南 大 貫 公 民 館  

余 田 公 民 館  

庄 公 民 館  

小 倉 公 民 館  

鍛 治 屋 公 民 館  

庄 西 組 集 会 所  

期日 

４/１０ 
（金） 

時　　間 場　　所 

＊集合注射の料金＊ 
・今年初めて登録する犬　６，３５０円 
　（登録料３，０００円＋注射料３，３５０円） 
・登録済の犬　　　　　　３，３５０円 
　（注射料のみ） 

※平成２７年度から注射料金が１５０円 
　値上がりします。 
※つり銭のいらないようにお願いし 
　ます。 

☆犬の登録をされている方には、３月中

に狂犬病予防注射の通知をお送りしま

すので、集合注射会場に必ずご持参く

ださい。 

☆犬を確実に扱える方が連れて来てくだ

さい。注射時に犬の固定ができない場

合は注射をお断りする場合があります。 

（住民生活課） 

桜 公 民 館  

田 口 公 民 館  

板 坂 公 民 館  

高岡簡易郵便局前 

長 野 公 民 館  

神 谷 公 民 館  

福崎財産区会館前 

馬 田 公 民 館  

出 屋 敷 公 民 館  

新 町 公 民 館  

　 川 公 民 館  

「
宅
地
建
物
取
引
主
任
者
」
が
「
宅

地
建
物
取
引
士
」
に
変
わ
り
ま
す 

　
宅
地
建
物
取
引
業
法
の
一
部
改

正
に
よ
り
、
４
月
か
ら
「
宅
地
建

物
取
引
主
任
者
」
は
「
宅
地
建
物

取
引
士
」
と
な
り
ま
す
。 

　
有
効
期
限
内
の
取
引
主
任
者
証

は
宅
地
建
物
取
引
士
証
と
み
な
さ

れ
、
引
き
続
き
有
効
で
す
が
、
有

効
期
限
内
で
あ
っ
て
も
切
替
を
希

望
さ
れ
る
場
合
、
取
引
士
証
の
交

付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
先 

兵
庫
県
県
土
整
備
部
ま
ち
づ
く
り

局
都
市
政
策
課 

　
０
７
８
・
３
６
２
・
３
６
１
２ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http://w
eb.pref.hyogo.lg.jp/ 

w
d22_000000013.htm

l 
  

平
成
２７
年
度
第
１
回
警
察
官

募
集 

募
集
人
員 

○
一
般
選
考 

・
男
性
警
察
官
Ａ
・
Ｂ 

　
　
　
　
　
約
２
９
５
人 

・
女
性
警
察
官
Ａ
・
Ｂ 

　
　
　
　
　
　
　
約
３０
人 

○
特
別
選
考 

・
情
報
処
理
　
　
約
２
人 

・
心
理
相
談
　
　
約
２
人 

・
武
道
Ａ
・
Ｂ
　
約
４
人 

　
（
柔
道
・
剣
道
） 

Ａ
（
大
学
卒
業
及
び
卒
業
見
込
み
） 

Ｂ
（
Ａ
以
外
の
人
） 

試
験
日
　
５
月
１０
日（
日
） 

受
付
期
間 

●
電
子
申
請
の
場
合 

　
３
月
９
日（
月
）〜
４
月
３
日（
金
） 

●
郵
送
の
場
合 

　
３
月
９
日（
月
）〜
４
月
１０
日（
金
） 

　
※
当
日
消
印
有
効 

●
持
参
の
場
合 

　
３
月
９
日（
月
）〜
４
月
１６
日（
木
） 

問
い
合
わ
せ
先 

兵
庫
県
福
崎
警
察
署
　
警
務
係 

　
２３
・
０
１
１
０
（
内
線
２
１
３
） 

  
ひ
ょ
う
ご
ラ
ジ
オ
カ
レ
ッ
ジ 

（
高
齢
者
放
送
大
学
）学
生
募
集 

　
ひ
ょ
う
ご
ラ
ジ
オ
カ
レ
ッ
ジ
で

は
平
成
２７
年
度
の
学
生
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
ラ
ジ
オ
講
座
を
と
お

し
て
、
著
名
な
講
師
か
ら
健
康
問

題
、
高
齢
期
の
生
き
方
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
話
を
聴
き
、
学
習
で
き

ま
す
。 

対
象
　
５０
歳
以
上
の
県
内
在
住
者 

募
集
期
間
　
４
月
２４
日
ま
で 

経
費
　
年
間
６
千
円 

　
　
　
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
） 

放
送 

ラ
ジ
オ
関
西
（
５
５
８kH

z

） 

毎
週
土
曜
　
朝
６
時
３０
分
〜
７
時 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

ひ
ょ
う
ご
ラ
ジ
オ
カ
レ
ッ
ジ 

　
０
７
９
・
４
２
４
・
３
３
４
３ 

  「
キ
ラ
リ
ひ
ょ
う
ご
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設 

　
地
域
の
人
々
と
一
体
と
な
っ
て
、

地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
成
長
・
飛

躍
を
め
ざ
し
て
い
る
中
小
企
業
者

の
な
か
で
選
り
す
ぐ
り
の
ビ
ジ
ネ

ス
プ
ラ
ン
が
「
キ
ラ
リ
ひ
ょ
う
ご

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
紹
介
さ

れ
て
い
ま
す
。 

　
ふ
る
さ
と
兵
庫
の
魅
力
を
生
か

し
て
元
気
に
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
す

る
中
小
企
業
者
の
取
り
組
み
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http://w
w
w
.kirari-hyogo.com

 

問
い
合
わ
せ
先 

（
公
財
）
ひ
ょ
う
ご
産
業
活
性
化

セ
ン
タ
ー 

　
０
７
８
・
２
３
０
・
９
４
３
５ 



参
加
費
　
無
料 

服
装
　
体
操
服
（
ジ
ャ
ー
ジ
、
下

は
長
ズ
ボ
ン
） 

対
象
者
　
幼
児
・
小
学
生
な
ら
び

に
親
子 

※
対
象
者
以
外
で
も
参
加
可 

※
詳
し
く
は
事
務
局
・
羽
室
（
　 

２０
・
０
０
１
２
）
へ
。 

       「
昔
の
遊
び
に
挑
戦
！
」
開
催 

　
１
月
２４
日
、
第
１
体
育
館
で 

「
昔
の
遊
び
に
挑
戦
！
」
と
題
し
、

コ
マ
回
し
大
会
・
ハ
ネ
つ
き
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
子
ど
も
た
ち
は
家
族
の
声
援
を

受
け
、
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
競
技

を
行
い
ま
し
た
。 

　
結
果
は
次
の
と
お
り
。 

【
コ
マ
回
し
大
会
】 

◆
タ
イ
ム
レ
ー
ス
（
男
子
の
部
） 

優
勝 

　
村
西
壮
太
（
田
原
小
６
年
） 

準
優
勝 

　
寺
本
貴
哉
（
八
千
種
小
４
年
） 

第
３
位 

　
宇
崎
玲
臣
（
八
千
種
小
２
年
） 

◆
タ
イ
ム
レ
ー
ス
（
女
子
の
部
） 

優
勝 

　
白
井
柚
羽
（
八
千
種
小
２
年
） 

準
優
勝 

　
大
野
未
智
（
福
崎
小
４
年
） 

◆
タ
イ
ム
レ
ー
ス
（
親
子
の
部
） 

優
勝 

　
松
岡
聖
羅
（
田
原
小
４
年
） 

　
松
岡
勝
人 

準
優
勝 

　
宇
崎
由
蕗
（
八
千
種
小
４
年
） 

　
宇
崎
高
敏 

◆
け
ん
か
ゴ
マ 

優
勝 

　
　
瀬
七
音
（
福
崎
小
６
年
） 

準
優
勝 

　
寺
本
貴
哉
（
八
千
種
小
４
年
） 

【
ハ
ネ
つ
き
大
会
】 

優
勝 

　
宇
崎
玲
臣
（
八
千
種
小
２
年
） 

準
優
勝 

　
中
筋
和
世
（
福
崎
小
６
年
） 

初
鳩
の
飛
び
立
ち
見
上
ぐ
姫
路
城 

　
　
　
　
　
　
　
　
廣
瀬
　
純
水 

 
陽
を
浴
び
て
ひ
し
め
く
鉢
の
福
寿

草
　
　
　
　
　
　
　
石
川
　
晃
美 

 

住
み
馴
れ
し
家
で
留
守
居
の
女
正

月
　
　
　
　
　
　
　
田
原
よ
し
子 

 

内
海
の
さ
ざ
波
光
る
初
日
の
出 

　
　
　
　
　
　
　
　
村
上
　
纓
女 

 

刻
々
と
東
天
染
め
る
初
茜 

　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
喜
代
子 

初
詣
祖
父
母
も
孫
も
和
服
な
り 

　
　
　
　
　
　
　
　
志
水
は
る
子 

 

趣
味
を
も
つ
我
が
生
き
甲
斐
と
年

迎
う
　
　
　
　
　
　
長
尾
美
恵
子 

 

一
茶
句
碑
建
つ
寺
庭
に
初
雀 

　
　
　
　
　
　
　
　
大
畑
せ
つ
子 

 

受
験
す
る
孫
に
お
守
り
初
詣 

　
　
　
　
　
　
　
　
千
家
　
栄
子 

 

川
岸
の
独
り
を
照
ら
す
初
茜 

　
　
　
　
　
　
　
　
柴
田
喜
美
子 

 

幸
を
願
う
寄
せ
植
え
福
寿
草 

　
　
　
　
　
　
　
　
橋
本
　
　
栄 

宝
く
じ
当
た
る
初
夢
覚
め
な
い
で 

　
　
　
　
　
　
　
　
浦
上
　
千
秋 

 

初
夢
の
旅
行
く
道
の
遠
さ
か
な 

　
　
　
　
　
　
　
　
藤
岡
　
照
代 

 

初
春
や
手
土
産
甘
い
も
の
ば
か
り 

　
　
　
　
　
　
　
　
城
谷
　
秋
美 

 

神
官
の
祝
詞
も
清
し
初
詣 

　
　
　
　
　
　
　
　
難
波
は
る
み 

 

二
拍
二
礼
曾
孫
に
教
え
る
初
詣 

　
　
　
　
　
　
　
　
岸
上
加
津
美 

 

米
寿
過
ぎ
骨
身
老
い
ゆ
く
去
年
今

年
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
　
勝
美 

大
寒
の
も
の
み
な
凍
る
昧
爽
の
天
空
な
が
く
曳
く
流

れ
星
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
　
　
浄
代 

 

吹
き
荒
れ
た
き
の
う
の
風
の
お
さ
ま
り
て
物
干
す
背

に
陽
の
暖
か
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
田
恵
美
子 

 

一
夜
の
う
ち
に
八
枚
の
花
び
ら
霜
枯
れ
て
ダ
リ
ア
皇

帝
ほ
ほ
え
み
を
消
す
　
　
　
　
　
　
　
山
口
　
　
旭 
 

お
も
む
ろ
に
湧
き
で
る
感
動
し
た
た
め
て
三
十
一
文

字
に
心
あ
そ
ば
す
　
　
　
　
　
　
　
　
城
谷
さ
く
ら 

 

年
賀
状
だ
け
の
付
き
合
い
半
世
紀
彼
も
老
い
た
り
傘

寿
を
迎
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
奥
　
輝
明 

 

箱
根
山
母
校
の
誇
り
背
に
走
る
悲
喜
こ
も
ご
も
に
見

る
親
ご
こ
ろ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
田
千
枝
子 

正
月
の
善
哉
作
る
に
善
き
こ
と
の
有
る
を
希
え
り
漢

字
に
思
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
村
　
若
葉 

 

妹
よ
り
届
き
し
長
野
諏
訪
の
酒
木
目
こ
ま
か
き
杯
に

い
た
だ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
井
　
　
健 

 

色
い
ろ
の
型
に
入
れ
ら
れ
な
ら
び
い
る
絹
ご
し
豆
腐

の
丸
形
を
買
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
　
澄
子 

 

咲
き
初
め
し
コ
ス
モ
ス
の
花
清
ら
な
り
畑
隅
に
佇
ち

や
さ
し
く
な
り
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
大
野
八
重
子 

 

七
五
三
縄
の
ゆ
づ
り
葉
の
意
を
知
る
米
寿
あ
と
は
恃

む
と
子
と
杯
交
わ
す
　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
清
市 

 

枯
れ
す
す
き
映
せ
る
池
の
面
ゆ
ら
し
底
ひ
を
す
り
て

ゆ
く
も
の
の
影
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
山
　
嗣
隆 

し
　
め
　
な
　
わ 

ま
い
そ
う 

し
あ
わ
せ 

の
り
と ま

　
ご 

俳

句

会 

短

歌

会 

２１ 



２２ 

日 曜日 事業・イベント名 時間 場　　　所 問い合わせ先 備　考 

1 
 

3 

4 
 

5 

 

7 

 

9 

10 

12 

14 

 

18 

 

21 

23

日 
 

火 

水 
 

木 

 

土 

 

月 

火 

木 

土 

 

水 

 

土・祝 

月 

9:00 

9:00 

10:00 

13:00 

14:30 

10:00 

9:00 

10:30 

13:00 

10:30 

 

10:00 

9:30 

10:00 

13:00 

13:00 

13:30頃 

～３/３１（火） 
 

要申込 

 

 

 

 

 

 

 

 

要申込 

柳田國男・松岡家記念館企画展 

歴民企画展 

新生活応援料理教室 

なやみごと相談 

献血 

老人大学修了式・閉講式 

高岡幼児園竣工式 

「さるびあドーム」竣工式 

自律（立）のまちづくり発表会 

母子相談 

中学校卒業式 

新生活応援料理教室 

大庄屋三木家住宅　修理工事現場見学会 

人権相談 

なやみごと相談 

行政相談 

文殊さん 

小学校卒業式 

柳田國男・松岡家記念館 

歴史民俗資料館 

保健センター 

サルビア会館 

役場　１階ロビー 

文化センター 

高岡幼児園 

「さるびあドーム」 

エルデホール 

サルビア会館 

各中学校 

保健センター 

大庄屋三木家住宅 

 

サルビア会館 

 

神積寺 

各小学校 

柳田國男・松岡家記念館 

歴史民俗資料館 

保健センター 

社会福祉協議会 

保健センター 

文化センター 

総務課 

総務課 

地域振興課 

健康福祉課 

学校教育課 

保健センター 

社会教育課 

住民生活課 

社会福祉協議会 

総務課 

神積寺 

学校教育課 

日時　４月２５日（土）９：３０～１５：００（雨天一部開催） 

場所　第１グランド駐車場 

ステージの規格　・・電気設備（コンセント）あり 

　　　　　　　・・間口８ｍ×奥行４ｍ 

　　　　　　　　　　＋間口６ｍ×奥行６ｍ 

募集団体　約１０団体（選考あり） 

出演時間　１０分程度 

締切日　３月２７日（金） 

申込方法　地域振興課備え付けの申込用紙に必要

事項を記入のうえ、提出してください。（FAX・

郵送も可）申込用紙は町ホームページ（http://www. 

　town.fukusaki.hyogo.jp/）からもプリントア

ウトできます。 

※出店者の募集も行っています。詳しくはお問い合わせ

ください。 

問い合わせ先　地域振興課（内線３９２） 

ステージイベント出演者募集!ステージイベント出演者募集!第９回 
民俗　広場まつり 
４月２５日（土）開催！ 

第９回 
民俗　広場まつり 
４月２５日（土）開催！ 

第９回 
民俗　広場まつり 
４月２５日（土）開催！ 
　民俗　広場まつりのステージイベントに出演

してくださる団体を募集します。いっしょにま

つりを盛り上げましょう。 



No.323

福崎町健康づくりキャラクター　ふくちゃん 

3月は、自殺対策強化月間です。 
「つながる　支える　いのちと心」　大切な人の悩みに気づいてください。 

３歳児健診でむし歯のなかったおともだちです。これからも元気な歯、大切にしてね。 

おめでと
う！ 

平成２６年度●後期 

＊敬称略（　）内は保護者名 

田　尻 
あ お た　え　　ま（敬　三） 
く ろ だ　あ つ こ（　泰　） 
た か い　ひ　　な（健　太） 
ふじさわ　か ん た（一　弘） 
ふじわら　こ こ み（英　高） 
まつおか　あ い く（風　児） 
まつおか　ま り か（　洋　） 
みつもり　い っ さ（康一郎） 
もりやま　こ う や（祐　介） 
もりやま　め い さ（祐　介） 

馬　田 
おかもと　そ う た（勝　也） 
きたやま　る　　り（優　徳） 
た か た　あ や と（麻　奈） 

西　治 
か も ん　い つ き（喜　吉） 
たきもと　い ろ は（修　詞） 
つかもと　み も り（眞　二） 

東大貫 
ないとう　 み ず き（　崇　） 

田　口 
とよくに　は　　お（　豊　） 

余　田 
よねざわ　ち ひ ろ（周　平） 

鍛治屋 
きのもと　か れ ん（雅　佳） 

南大貫 
ふじもと　な つ み（佳　輔） 

板　坂 
みやした　か ず や（利　之） 

庄 
なかやす　たいよう（健一郎） 

西大貫 
よ し き　そ　　う（　賢　） 
よ し き　そ う ま（大　和） 

桜 
おにもと　せ　　な（由美子） 
にしかわ　り ん ね（勝　吾） 

神　谷 
さくらがわ　み ず か（眞　一） 
すぎやま　り　　な（雅　透） 

山　崎 
さ さ き　ひ な と（裕　太） 
しもかわ　ふ う り（貴　之） 

吉　田 
なかつか　こ こ は（康　浩） 

長　目 
にしまき　そうすけ（千　晶） 

上中島 
な が お　た い き（　篤　） 

西光寺 
なかはら　あ お ね（恒　雄） 

福　田 
いながわ　し ゅ ん（隆　太） 
たけがわ　れ ん し（　亮　） 
な が せ　そ う た（　悟　） 

大　門 
おおにし　は る と（崇　博） 
ながさわ　は る き（晶　子） 
ま つ い　り ひ と（良　行） 

北　野 
はにおか　ゆ う り（敏　貴） 
みやざき　ゆうだい（良　太） 

西　野 
お さ き　ち　　な（夏　海） 
かわさき　か ず と（一　也） 
ま え だ　ふ う か（昌　志） 

新　町 
うにがめ　そうすけ（昇太郎） 
お が わ　と も や（範　恭） 
し み ず　ひ な の（　誠　） 
つけしろ　ま　　ゆ（祐　史） 

２３ 

駅　前 
おくやま　かんだい（弘　茂） 
ご と う　せいのすけ（健　廣） 
にしむら　か　　な（真　司） 
べんすい　こうせい（貴　仁） 
みやうち　りょうたろう（健三郎） 
やまぐち　り　　る（知　恵） 

あきやま　き ら と（洋　二） 
い と う　ち　　づ（勝　仁） 
きょうごく　か つ や（悟　史） 
し ば た　か　　ほ（貴　也） 
ふじもと　り　　お（武　尊） 
やまぐち　れ ん と（章　範） 
やまみち　な　　お（和　樹） 

　　川 

中　島 
う し お　こ う き（　豊　） 
たかはし　た い ち（秀　　） 
ま と ば　じ ん き（純　一） 
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１４ 

２７ 

１４ 

２７ 

９ 

２２ 

９ 

２２ 

１１ 

２４ 

１１ 

２４ 

８ 

２１ 

８ 

２１ 

９ 

２２ 

９ 

２２ 

８ 

２８ 

８ 

２８ 

６ 

６ 

１４ 

２５ 

１４ 

８ 

８ 

２８ 

２８ 

２５ 

６/１ 

６/１ 

１３ 

２０ 

２６ 

２６ 

１０ 

１０ 

３０ 

３０ 
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１８ 

２６ 

２６ 

場　　所 

保健センター 

八千種研修センター 土曜 １０：００～１１：３０ 

１０：００～１１：３０ 

１３：３０～１５：００ エルデホール 

曜日 時　　間 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

月曜 

または 

火曜 

２４ 

　地域の誰もが健やかに暮らせることを願って、食育活動を
行っています。 
　月1回の定例会（調理実習や健康講座）のほか、無理のない
範囲で食育に関するボランティア活動にも協力しています。 
　食に関心のあるあなた、いっしょに活動しましょう。 

い
ず
み
会
定
例
会 

「
手
造
り
み
そ
」
を
食
卓
へ 

　新婚の方やこれから結婚され
る方、または料理の基本を習い
たい方のための教室です。 
開催日時：第２金曜日（毎月１回） 
　　　　　９：３０～１２：３０（変更あり） 
対 象 者：料理ビギナーズの方 

　男性のため
の料理の基本
（いろは）を学
ぶ教室です。 
　伝統料理や
アウトドアク
ッキングにも挑戦して

います。 
　料理の腕も上がり、雑談力もアップする会で
す。 
　　　開催日時：第２火曜日（毎月１回） 
　　　　　　　　９：３０～１２：３０（変更あり） 
　　　対 象 者：町内に住所のある男性 

今では包丁さばきは 
プロ級です 

　心地よい音楽に合わせながら、身体をほぐし、心をほぐすこと
で、「気」の流れを良くし、身体のリズムを整えましょう。 
　心の悩み等相談のある方は、講師による個別カウンセリングを
行います。（要予約） 

対象者：福崎町在住の方　参加費：半期ごと（初回参加時に前納） 
講　師：李　敬烈さん　　　　　・・八千種研修センター　　　　１,８００円 
　　　　　　　　　　　　　　　・・エルデホール・保健センター　３,６００円 
申込締切：３月２７日（金）までに保健センターへ 



保健センターだより 

２５ 

内　　容 対　　象 場所 受付時間 月日（曜） 

一般健康相談  

母子健康手帳交付 

すくすく相談  
 

1歳お誕生相談 

3 か 月 児 健診  

4 か 月児 健 診  

10か月児のあばばクラブ 

1歳6か月児健診 

一般希望者 

妊 婦  

乳児希望者 

幼児希望者 

H２６.３月生まれの児 

H２６.１２月生まれの児 

Ｈ２６.１１月生まれの児 

Ｈ２６.５月生まれの児 

H２５.７・８月生まれの児 

９時３０分～１１時 

８時３０分～１７時 

１０時３０分～１１時３０分 

１３時３０分～１５時 

９時３０分～１０時 

１３時１５分～１３時４５分 

１３時１５分～１３時４５分 

９時４５分～１０時 

１３時３０分～１４時 

３/９（月） 

月～金 

３/９（月） 
 

３/９（月） 

３/２５（水） 

３/１７（火） 

３/２５（水） 

３/１８（水） 

保
健
セ
ン
タ
ー 

保健センター3月定例行事予定 

　２０歳以上の方のいる世帯に、「平成２７年度健診意

向調査兼町ぐるみ健診申込書」を郵送します。 

　これは、２７年度の健診の対象者を把握するために

行います。また、町が実施する「町ぐるみ健診」の

申し込みも兼ねて行っていますので、該当者のみな

さんは必ず記入して、添付の返信用封筒で提出して

ください。 

提出期限：３月３１日（火） 

神崎郡医師会　健康学校 
～もっと身近な医師会に～ 

　いろいろ知りたい、わからないあんなことやこん

なことを神崎郡医師会の先生が解決！ 

　どなたでも参加できます。（申込不要） 

日時　３月２２日（日）９：３０～１１：２０ 

場所　市川町文化センター　コミュニティーホール 

内容　・わかりやすい病気のはなし 

　　　・各ブースで健康相談　など 

※みなさんがお医者さんに聞いてみたいことを事前

にお知らせください。 

（例）病気や薬についての質問、急な病気やケガ

　　　の時の救急処置など 

　質問は、各医療機関窓口、下記番号へFAX、また

は役場・保健センター窓口に設置のアンケート回収

ボックスに入れてください。 

（FAX２２－４７７１） 

平成２７年度 
町ぐるみ健診の 
ご案内（申込書） 

郵便で３月中旬に 
各家庭に届きます 

　　　　　　今年の健診を 

「どこで受けられるのか」教えてください 

お願い 

平成２７年度健診意向調査兼 
　町ぐるみ健診申込について 
平成２７年度健診意向調査兼 
　町ぐるみ健診申込について 
平成２７年度健診意向調査兼 
　町ぐるみ健診申込について 

～年に一度は必ず健診を受けて、　　　 
　ご自身の健康状態を確認しましょう～ 

大人も 子どもも 今年度の　 
　予防接種はおすみですか？ 
　接種期限は３月３１日です。まだの方は期限内
に忘れず接種しましょう。 

　就学前１年幼児 

麻しん風しん（２期） 

　小学６年生 

二種混合 

　３･４歳児（H２３.１０.１～５歳の誕生日前日）で
次に該当する方 
・水痘にかかっていない 
・水痘の予防接種をしたことがない 

水　痘 
　　 ６５歳（Ｓ２４.４.２～Ｓ２５.４.１生） 

　　７０歳（Ｓ１９.４.２～Ｓ２０.４.１生） 

　　７５歳（Ｓ１４.４.２～Ｓ１５.４.１生） 

　　８０歳（Ｓ　９.４.２～Ｓ１０.４.１生） 

　　８５歳（Ｓ　４.４.２～Ｓ　５.４.１生） 

　　９０歳（Ｔ１３.４.２～Ｔ１４.４.１生） 

　　９５歳（Ｔ　８.４.２～Ｔ　９.４.１生） 

　１００歳（Ｔ　３.４.２～Ｔ　４.４.１生） 

　１００歳以上（Ｔ　３.４.１以前の生） 
 

　（今までに一度でも肺炎球菌の予 

　　防接種を受けた方は対象外です。） 

高齢者肺炎球菌 

予防接種がまだの方で、お手元に予診
票のない方は、保健センターにお問い
合わせください 

４月に予診票を 
送っています。 

１０月に予診票を 
送っています。 

１０
月
に
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の 

ご
案
内
」
と
同
時
に
予
診
票
を 

送
っ
て
い
ま
す
。 



◆福崎町民憲章◆ 

一、恵まれた自然を生かし、住みよい、調和
のとれた町をつくりましょう。 

一、豊かな伝統と歴史を守り、教養を深め、
香りたかい文化の町をつくりましょう。 

一、人を大切にし、みんなで助けあい、豊か
な心がふれあう町をつくりましょう。 

一、心と体をきたえ、健康で、明るく楽しい
町をつくりましょう。 

一、くふうと努力を重ね、生きがいある、未
来をひらく町をつくりましょう。 

施設電話案内 

役 場 ・ 教 育 委 員 会  
エ ル デ ホ ー ル  
文 化 セ ン タ ー  
図 書 館  
生 活 科 学 セ ン タ ー  
体 育 館  
西部子育て学習センター 
福崎子育て支援センター 
東部子育て学習センター 
サ ル ビ ア 会 館  
も ち の 木 会 館  
保 健 セ ン タ ー  
文 珠 荘  
春 日 ふ れ あ い 会 館  

社 会 福 祉 協 議 会  
第１デイサービスセンター 
第２デイサービスセンター 
在宅介護支援センター 
障害相談支援センター 
ホームヘルプステーション 
シルバー人材センター 
も ち む ぎ の や か た  
ス ポ ー ツ 公 園  
老 人 ホ ー ム  
青少年野外活動センター 
給 食 セ ン タ ー  
歴 史 民 俗 資 料 館  
柳田國男・松岡家記念館 

この広報誌は再生紙を使っています。 ホームページアドレス　http://www.town.fukusaki.hyogo.jp/
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町民のうごき 

平成２７年１月末現在 

７，３５６世帯 
９，３３６人　 
３５人　 
１９人　 

人　口 
女 
転　出 
死　亡 

１９，５８６人 
１０，２５０人 

４０人 
２１人 

 

世帯数 
男 
転　入 
出　生 

２６ 

　
も
ち
む
ぎ
の
や
か
た
は
、
平
成
７
年
２

月
に
オ
ー
プ
ン
し
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の

お
力
添
え
を
い
た
だ
き
、
今
年
で
２０
周
年

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
館
内
で
は
展
示
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も

開
催
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。 

　
２
月
３
日
、
エ
ル
デ
ホ
ー
ル
で
、
３
歳
よ
い
歯

の
お
祝
い
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
元
気
な
ち
び
っ

こ
た
ち
が
大
集
合
！ 

　
親
か
ら
子
へ
の
メ
ダ
ル
贈
呈
・
む
し
歯
予
防
の

話
の
後
、
親
子
会
劇
団
「
た
ん
ぽ
ぽ
」
に
よ
る
人

形
劇
な
ど
で
楽
し
み
ま
し
た
。 

　
こ
れ
か
ら
も
む
し
歯
の
な
い
歯
、大
切
に
し
て
ね
。 

（
福
崎
町
広
報
委
員
会
・
内
線
２
２
１
） 

■
表
紙
写
真
の
説
明 

ただいま１階展示コーナーでは 
「全国妖怪造形コンテスト」作品展示中 

　もちむぎのやかた　　２３－１５００ 
営業時間 ９：００～１７：００ 

休 館 日 月曜日（全館） 

（土・日・祝）９：００～１９：００ 
※レストランは１１：００から営業。 

※月曜日が祝日の場合は営業し、 
　その翌日休館。 


